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0120-24-9431通話料
無　料

西宮市民共済生活協同組合

ホームページもご利用ください
西宮市民共済 検 索

募集
代理店（有）西宮協同サービス
営業時間

（土曜日は17：00まで 日曜日・祝日休業）
9：00～17：30

火 災 保 険

風災、水災、火災、破損等、盗難・水濡れ等

地 震 保 険

地震による倒壊、火災、津波による流失

個人賠償責任補償

自転車保険入ってますか？

1,000円年額1,000
交通共済交通共済

相手の方への補償も
追加でご加入になれます。
例：自転車で相手の方にケガを
させてしまった  など

※別途保険料が必要です

ご自身の補償
年齢制限なし

地震保険は火災保険とセットでのご加入となります。

お見積り無料
詳しくは、「パンフレット」「契約概要」等をご請求のうえご覧ください。

※組合員になって頂くには、100円の出資金が必要です。

（有）西宮協同サービスからのご案内

詳しい資料をお送りいたします。 まずはお気軽にお電話で！

兵庫県では
2015年10月1日から

義務化
されています

台風など自然災害による被害補償をご検討の方へ
火 災 保 険
集団扱で保険料が集団扱で保険料が

割安
西宮市民共済の
組合員さんなら

火 災 保 険
見直しなら今！！

今年中にも全国平均で
火災保険料が値上げ予定
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C o n t e n t s

5・6月号 May-June 2024, No.385

今月の表紙 106
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
阪
神
甲
子
園
球
場
と

 

甲
子
園「
ふ
れ
あ
い
」花
壇

鳴尾
地域

　
大
正
4（
１
９
１
５
）年
、
大
阪
・
豊
中
市
の
陸
上
競
技
場
で
ス
タ
ー
ト

し
た
、全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
の
前
身
で
あ
る
全
国
中
等
学
校
優

勝
野
球
大
会
。
野
球
専
用
球
場
で
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
正
6
年
、
鳴

尾
の
新
田
開
発
地
に
あ
っ
た
競
馬
場
の
ト
ラ
ッ
ク
内
に
2
面
の
野
球
場（
鳴

尾
球
場
）が
造
ら
れ
、
第
3
回
大
会
か
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
大

正
12
年
、第
9
回
大
会
の
準
決
勝
戦
で
観
客
が
あ
ふ
れ
、試
合
が
一
時
続
行

古
文
化
と
街
道
の
交
差
す
る

　
　
緑
豊
か
な
歴
史
の
町
　
山
口
地
域

地
域
版
本
誌
中
央
の
ペ
ー
ジ

西
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
は
26
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
エ
リ
ア
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

各
地
域
の
編
集
員
が
独
自
に
企
画
・
編
集
し
た
ペ
ー
ジ
で
す
。

い
つ
も
自
分
の
記
録
と
向
き
合
っ
て

松
本 

悠
里
さ
ん（
瓦
木
地
域
在
住
）

冷
静
な
判
断
と
行
動
で
契
約
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ご
う
／

注
文
前
に
必
ず
契
約
内
容
の
確
認
を

「
学
校
受
水
槽
を
使
っ
た
応
急
給
水
」に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

第
12
回
　
相
撲
館「
け
は
や
座
」（
奈
良
県
葛
城
市
）

 

イ
ベ
ン
ト
ボ
ッ
ク
ス

02
写
真
で
つ
づ
る
西
宮
の
歴
史
・
風
景

04
マ
イ
タ
ウ
ン 

ト
ピ
ッ
ク
ス

14
夢
を
追
う
宮
っ
子
た
ち

16
く
ら
し
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

19
知
り
た
い
・
聞
き
た
い　
宮
っ
子
広
場

21
ち
ょ
っ
と
ぶ
ら
り
旅

22
Ｅｖ
ｅ
ｎ
ｔ 

Ｂｏ
ｘ

24
読
者
の
た
よ
り
／
お
知
ら
せ

甲子園「ふれあい」花壇の手入れと周辺清掃活動ボランティアグループ

不
可
能
と
な
る
事
態
が
発
生
。阪

神
電
気
鉄
道
は
、多
く
の
観
客
を

収
容
で
き
る
新
し
い
球
場
の
建
設

を
決
心
し
ま
し
た
。

　
翌
年
の
大
正
13
年
3
月
11
日
、

武
庫
川
の
支
流
、枝
川
と
申さ

る

川
の

廃
川
埋
立
地
で
着
工
し
、同
年
8

月
1
日
に
竣
工
。わ
ず
か
5
カ
月

あ
ま
り
で
完
成
さ
せ
た
の
が
甲
子

園
大
運
動
場
で
、現
在
の
阪
神
甲

子
園
球
場
で
す
。

　
今
年
、
１
０
０
周
年
を
記
念
し

て
、球
場
内
外
で
企
画
さ
れ
る
行

事
に
や
っ
て
く
る
人
た
ち
を
気
持

ち
よ
く
迎
え
よ
う
と
、地
元
自
治

会（
甲
子
園
番
町
会
）の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
は〝
甲
子
園「
ふ

れ
あ
い
」花
壇
〞の
花
の
管
理
と

周
辺
の
美
観
を
保
つ
清
掃
活
動
に

よ
り
一
層
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
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阪
神
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速
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県
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号
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線
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西
宮
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JCT
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〜
古
文
化
と
街
道
の
交
差
す
る
緑
豊
か
な
歴
史
の
町
〜

　山
口
地
域

　山
口
地
域
は
西
宮
市
の
北
西
部
に
位
置
し
、
自
然
豊
か
な
山
里
の
町
で
す
。
西
宮
市
総
面
積
の

1
/
4
の
広
さ
が
あ
り
ま
す
が
、
人
口
は
西
宮
市
総
人
口
の
わ
ず
か
約
4
%
に
当
た
る
2
万
人
弱
で
す
。

　山
口
地
域
の
歴
史
は
古
く
、
飛
鳥
時
代
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
有
馬
温
泉
ま
で
の
旧
街
道
（
有
馬
街

道
）
を
散
策
す
る
と
、
今
も
神
社
や
寺
が
点
在
し
て
お
り
、
ぬ
く
も
り
の
あ
る
風
景
が
楽
し
め
ま
す
。

　
丸
山
稲
荷
神
社
は
、
京
都
伏
見

の
伏
見
稲
荷
大
社
か
ら
分
霊
を
受
け

て
社
を
設
け
て
ま
つ
っ
て
い
ま
す
。

平
成
7
（
1
9
9
5
）
年
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災

で
丸
山
山
頂

に
建
て
ら
れ

て
い
た
木
造

の
本
社
が
倒

壊
。
そ
の
後
、

口
地
区
で
は
「
だ
ん
じ
り
寄
進
帖
」

（
弘
化
4=

1
8
4
7
年
）に
、
上

山
口
地
区
で
は
「
だ
ん
じ
り
土
蔵

諸
事
控
」（
安
政
4=

1
8
5
7
年
）

に
記
述
が
あ
り
、
江
戸
時
代
か
ら

す
で
に
巡
行
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ

ま
す
。

　
だ
ん
じ
り
の
巡
行
は
女
人
禁
制

で
し
た
が
、
多
様
性
を
尊
重
す
る

社
会
の
流
れ
を
受
け
て
女
児
の
だ

ん
じ
り
乗
車
可
否
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
。
令
和
2
年
に
町

内
の
意
見
も
踏
ま
え
て
、
女
児
の
乗

車
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
だ
ん
じ
り
ば
や
し
は
「
淡
路
」

か
ら
伝
え
ら
れ
た
と
あ
り
ま
す
が
、

大
阪
市
淡
路
と
淡
路
島
の
2
説
に

分
か
れ
ま
す
。
現
在
、
各
地
区
の

だ
ん
じ
り
ば
や
し
は
個
々
に
伝
承
、

口
伝
え
さ
れ

た
た
め
、
地

区
で
微
妙
に

異
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
聞
き
比

べ
て
お
は
や

し
の
違
い
を

楽
し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
だ
ん
じ
り
ば
や
し
は
大
太
鼓
、

小
太
鼓
、
平
鐘
な
ど
で
奏
で
ら
れ
、

各
地
区
の
小
・
中
学
生
に
よ
っ
て

打
ち
鳴
ら
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
が
祭
り
の
数
週
間
前
か
ら
練
習

を
重
ね
、
祭
り
本
宮
の
道
中
で
披

露
し
ま
す
。

　
昔
は
、
有
馬
温
泉
ま
で
だ
ん
じ

り
を
引
き
回
し
、
有
馬
の
芸
妓
や

湯
治
客
か
ら
御
花
（
ご
祝
儀
）
を

集
め
る
ひ
き
手
が
い
た
と
の
う
わ

さ
も
あ
り
ま
す
。

　
公
智
神
社
の
前
を
南
北
に
走
る

市
道
を
、
近
隣
住
民
は
「
せ
ん
ろ

道
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
電
車

が
走
っ
て
な
い
道
な
の
に
と
不
思

議
に
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
大
正
4
（
1
9
1
5
）
年
、
現

在
の
三
田
駅
か
ら
有
馬
温
泉
へ

走
る
軽
便
鉄
道
有
馬
線
が
開
業

し
ま
し
た
（
後
の
国
鉄
有
馬
線
）。

新
た
に
丸
山
の
中
腹
に
本
社
が
建

立
さ
れ
、
山
頂
は
奥
社
と
し
て
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

　
丸
山
は
程
よ
い
高
さ
で
絶
好
の

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
親

し
ま
れ
て
お
り
、
地
元
で
は
丸
山

稲
荷
神
社
を
、
親
し
み
を
込
め
て

「
丸
山
さ
ん
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　　
下
山
口
に
あ
る
公
智
神
社
は
、

か
つ
て
は
有
馬
川
に
架
か
る
天
上

橋
の
東
に
広
が
る
北
六
甲
台
の
天

上
公
園
近
く
に
あ
り
、
天
上
公
園

内
に
旧
鎮
座
跡
を
記
す
石
碑
が
あ

り
ま
す
。

　
公
智
神
社

は『
延
喜
式
』

の
式
内
社
三

座
に
名
を
連

ね
る
由
緒
あ

る
神
社
で
、

「
お
宮
さ
ん
」

と
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。
旧
神
輿
殿

は
室
町
時
代
後
期
の
建
立
で
、
昭

和
49（
1
9
7
4
）年
に
西
宮
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
、
神
輿
殿
は
文
化
財
保
護
に

準
じ
て
改
修
が
行
わ
れ
、
き
れ
い

に
か
や
ぶ
き
が
修
復
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
智
神
社
で
は
10
月
の
第
2

日
曜
日
に
秋
の
大
祭
が
あ
り
ま

す
。
神
社
の
神
輿
や
各
地
区
か

ら
の
だ
ん
じ
り
が
巡
行
し
、
山

口
地
域
は
一
気
に
に
ぎ
や
か
に

な
り
ま
す
。

　
だ
ん
じ
り
に
つ
い
て
、
下
山

倒壊する前の丸山稲荷神社本殿
祭りばやしを打つ子ども現在の下山口だんじり

昭和20年ごろの明治橋を渡るバス現在のバス路線

現在の丸山稲荷本社

昔の上山口だんじり

写
真：山
口
町
郷
土
資
料
館（
徳
風
会
館
）提
供

終
点
の
有
馬
温
泉
駅
を
含
め

た
4
駅
の
う
ち
、
山
口
地
域

に
は
下
山
口
の
西
北
に
あ
る

光
明
寺
下
に
「
有
馬
口
駅
」

が
あ
り
ま
し
た
。
駅
名
が「
山

口
駅
」
と
な
る
よ
う
願
っ
て

陳
情
書
を
送
っ
た
そ
う
で
す

が
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
と
か
。

当
時
は
有
馬
温
泉
へ
の
観
光

客
を
、
蒸
気
機
関
車
が
黒
い

煙
を
吐
き
な
が
ら
運
ん
で

い
ま
し
た
。
そ
の
名
残
か

ら「
せ
ん
ろ
道
」の
呼
び
名

が
引
き
継
が
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。

　　
大
化
3（
6
4
7
）年
、
孝
徳

天
皇
が
有
馬
温
泉
行
幸
の
際
に
立

ち
寄
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
山
口
地

域
は
、
有
馬
温
泉
と
大
阪
、
丹
波
、

播
磨
を
結
ぶ
旧
街
道
の
要
所
で

し
た
。

　
現
在
は
、

中
国
自
動

車
道
、
阪

神
高
速
道

路
、
新
名

神
高
速
道

路
、
山
陽

自
動
車
道
、
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道

が
交
差
す
る
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の

要
の
地
で
す
。
山
口
地
域
の
公
共

交
通
機
関
は
路
線
バ
ス
の
阪
急
バ

ス
、
さ
く
ら
や
ま
な
み
バ
ス
、
試

験
運
行
中
の
「
た
よ
り
に
し
て
バ

ス
」（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
）
が

あ
り
ま
す
。

丸
山
稲
荷
神
社

公
智
神
社

国
鉄
有
馬
線

山
口
の
道
路
網

旧公智神社の鎮座跡

地元住民が集う山口地域の氏神・公智
神社

雪が積もる旧有馬線を走る蒸気機関車

                          ・・・・・駅前橋。現在、線路はありません

み
こ
し
で
ん

HP http://studio-1812.com

コンサートコンサートレコーディングレコーディング メディア変換メディア変換 音源編集音源編集 CD制作CD制作

105年
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の
町
〜

　山
口
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域
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口
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は
西
宮
市
の
北
西
部
に
位
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し
、
自
然
豊
か
な
山
里
の
町
で
す
。
西
宮
市
総
面
積
の

1
/
4
の
広
さ
が
あ
り
ま
す
が
、
人
口
は
西
宮
市
総
人
口
の
わ
ず
か
約
4
%
に
当
た
る
2
万
人
弱
で
す
。

　山
口
地
域
の
歴
史
は
古
く
、
飛
鳥
時
代
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
有
馬
温
泉
ま
で
の
旧
街
道
（
有
馬
街

道
）
を
散
策
す
る
と
、
今
も
神
社
や
寺
が
点
在
し
て
お
り
、
ぬ
く
も
り
の
あ
る
風
景
が
楽
し
め
ま
す
。

　
丸
山
稲
荷
神
社
は
、
京
都
伏
見

の
伏
見
稲
荷
大
社
か
ら
分
霊
を
受
け

て
社
を
設
け
て
ま
つ
っ
て
い
ま
す
。

平
成
7
（
1
9
9
5
）
年
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災

で
丸
山
山
頂

に
建
て
ら
れ

て
い
た
木
造

の
本
社
が
倒

壊
。
そ
の
後
、

口
地
区
で
は
「
だ
ん
じ
り
寄
進
帖
」

（
弘
化
4=

1
8
4
7
年
）に
、
上

山
口
地
区
で
は
「
だ
ん
じ
り
土
蔵

諸
事
控
」（
安
政
4=

1
8
5
7
年
）

に
記
述
が
あ
り
、
江
戸
時
代
か
ら

す
で
に
巡
行
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ

ま
す
。

　
だ
ん
じ
り
の
巡
行
は
女
人
禁
制

で
し
た
が
、
多
様
性
を
尊
重
す
る

社
会
の
流
れ
を
受
け
て
女
児
の
だ

ん
じ
り
乗
車
可
否
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
。
令
和
2
年
に
町

内
の
意
見
も
踏
ま
え
て
、
女
児
の
乗

車
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
だ
ん
じ
り
ば
や
し
は
「
淡
路
」

か
ら
伝
え
ら
れ
た
と
あ
り
ま
す
が
、

大
阪
市
淡
路
と
淡
路
島
の
2
説
に

分
か
れ
ま
す
。
現
在
、
各
地
区
の

だ
ん
じ
り
ば
や
し
は
個
々
に
伝
承
、

口
伝
え
さ
れ

た
た
め
、
地

区
で
微
妙
に

異
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
聞
き
比

べ
て
お
は
や

し
の
違
い
を

楽
し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
だ
ん
じ
り
ば
や
し
は
大
太
鼓
、

小
太
鼓
、
平
鐘
な
ど
で
奏
で
ら
れ
、

各
地
区
の
小
・
中
学
生
に
よ
っ
て

打
ち
鳴
ら
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
が
祭
り
の
数
週
間
前
か
ら
練
習

を
重
ね
、
祭
り
本
宮
の
道
中
で
披

露
し
ま
す
。

　
昔
は
、
有
馬
温
泉
ま
で
だ
ん
じ

り
を
引
き
回
し
、
有
馬
の
芸
妓
や

湯
治
客
か
ら
御
花
（
ご
祝
儀
）
を

集
め
る
ひ
き
手
が
い
た
と
の
う
わ

さ
も
あ
り
ま
す
。

　
公
智
神
社
の
前
を
南
北
に
走
る

市
道
を
、
近
隣
住
民
は
「
せ
ん
ろ

道
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
電
車

が
走
っ
て
な
い
道
な
の
に
と
不
思

議
に
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
大
正
4
（
1
9
1
5
）
年
、
現

在
の
三
田
駅
か
ら
有
馬
温
泉
へ

走
る
軽
便
鉄
道
有
馬
線
が
開
業

し
ま
し
た
（
後
の
国
鉄
有
馬
線
）。

新
た
に
丸
山
の
中
腹
に
本
社
が
建

立
さ
れ
、
山
頂
は
奥
社
と
し
て
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

　
丸
山
は
程
よ
い
高
さ
で
絶
好
の

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
親

し
ま
れ
て
お
り
、
地
元
で
は
丸
山

稲
荷
神
社
を
、
親
し
み
を
込
め
て

「
丸
山
さ
ん
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　　
下
山
口
に
あ
る
公
智
神
社
は
、

か
つ
て
は
有
馬
川
に
架
か
る
天
上

橋
の
東
に
広
が
る
北
六
甲
台
の
天

上
公
園
近
く
に
あ
り
、
天
上
公
園

内
に
旧
鎮
座
跡
を
記
す
石
碑
が
あ

り
ま
す
。

　
公
智
神
社

は『
延
喜
式
』

の
式
内
社
三

座
に
名
を
連

ね
る
由
緒
あ

る
神
社
で
、

「
お
宮
さ
ん
」

と
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。
旧
神
輿
殿

は
室
町
時
代
後
期
の
建
立
で
、
昭

和
49（
1
9
7
4
）年
に
西
宮
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
、
神
輿
殿
は
文
化
財
保
護
に

準
じ
て
改
修
が
行
わ
れ
、
き
れ
い

に
か
や
ぶ
き
が
修
復
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
智
神
社
で
は
10
月
の
第
2

日
曜
日
に
秋
の
大
祭
が
あ
り
ま

す
。
神
社
の
神
輿
や
各
地
区
か

ら
の
だ
ん
じ
り
が
巡
行
し
、
山

口
地
域
は
一
気
に
に
ぎ
や
か
に

な
り
ま
す
。

　
だ
ん
じ
り
に
つ
い
て
、
下
山

倒壊する前の丸山稲荷神社本殿
祭りばやしを打つ子ども現在の下山口だんじり

昭和20年ごろの明治橋を渡るバス現在のバス路線

現在の丸山稲荷本社

昔の上山口だんじり

写
真：山
口
町
郷
土
資
料
館（
徳
風
会
館
）提
供

終
点
の
有
馬
温
泉
駅
を
含
め

た
4
駅
の
う
ち
、
山
口
地
域

に
は
下
山
口
の
西
北
に
あ
る

光
明
寺
下
に
「
有
馬
口
駅
」

が
あ
り
ま
し
た
。
駅
名
が「
山

口
駅
」
と
な
る
よ
う
願
っ
て

陳
情
書
を
送
っ
た
そ
う
で
す

が
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
と
か
。

当
時
は
有
馬
温
泉
へ
の
観
光

客
を
、
蒸
気
機
関
車
が
黒
い

煙
を
吐
き
な
が
ら
運
ん
で

い
ま
し
た
。
そ
の
名
残
か

ら「
せ
ん
ろ
道
」の
呼
び
名

が
引
き
継
が
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。

　　
大
化
3（
6
4
7
）年
、
孝
徳

天
皇
が
有
馬
温
泉
行
幸
の
際
に
立

ち
寄
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
山
口
地

域
は
、
有
馬
温
泉
と
大
阪
、
丹
波
、

播
磨
を
結
ぶ
旧
街
道
の
要
所
で

し
た
。

　
現
在
は
、

中
国
自
動

車
道
、
阪

神
高
速
道

路
、
新
名

神
高
速
道

路
、
山
陽

自
動
車
道
、
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道

が
交
差
す
る
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の

要
の
地
で
す
。
山
口
地
域
の
公
共

交
通
機
関
は
路
線
バ
ス
の
阪
急
バ

ス
、
さ
く
ら
や
ま
な
み
バ
ス
、
試

験
運
行
中
の
「
た
よ
り
に
し
て
バ

ス
」（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
）
が

あ
り
ま
す
。

丸
山
稲
荷
神
社

公
智
神
社

国
鉄
有
馬
線

山
口
の
道
路
網

旧公智神社の鎮座跡

地元住民が集う山口地域の氏神・公智
神社

雪が積もる旧有馬線を走る蒸気機関車

                          ・・・・・駅前橋。現在、線路はありません

み
こ
し
で
ん

各宗仏壇仏具、別注、修理　創業80余年 至芦屋

至梅田阪神電鉄

国道2号線 西宮渡辺
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ココ
N

西宮駅

阪神西宮駅

西
宮
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役
所

東
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号
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第14回西宮山口フォトコンテスト第14回西宮山口フォトコンテスト

盛り上がりました！盛り上がりました！
４年ぶりのボードダーツ大会４年ぶりのボードダーツ大会

　高低差が大きい甲陽地域。地域住民の要望に応え、地域内４自
治会でつくる「甲陽地域コミュニティバス導入協議会」（福井憲
治会長）と住民による念願のコミュニティバスの試験運行が、昨
年５月 16日から８月末まで行われました。この度、第２回試験
運行が２月 16日～５月 31日の月・火・木・金・土曜日 (水曜・
日祝運休 ) に、６月３日～８月 30日は月～金曜日まで（土曜・
日祝運休）、阪急甲陽園駅を終起点として実施されています。
　目神山やまびこ会は、試験運行の乗車状況などコミュニティバ
スの情報を住民に LINE で送ります。
　阪急甲陽園駅には時
刻表（運行ルート）が
あります。１日の乗車
目標人数は 70人。誰
でも乗車歓迎です。新
緑の美しい季節に甲陽
園西山町や目神山地区
を訪れてみませんか。

甲 陽

　スポーツクラブ 21用海主催の「ボードダーツ大会」が
２月 18日、４年ぶりに開催されました。当日、久しぶり
のダーツ競技に参加した人は 60人余り。４人１組の町対
抗戦と個人戦が用海小学校体育館で繰り広げられました。
　円い的に矢を投げて当てるだけなので初めての人も簡単
にできる競技ですが、意外と難しく奥が深いのです。矢の
中心に真ちゅうの重みがあり、投げるのにこつが必要です。
　的に当たらず下に落ちたり外れたりと、体育館は笑いで
あふれていました。点数計算も２倍、３倍の部分があり、

頭も使いま
す。久しぶ
りのボード
ダーツ大会
を皆さん楽
しんでいま
した。

　第 14回西宮山口フォトコンテスト表彰式が、２月
18日に山口ホールで開催されました。全国から 75
人の応募があり、山口ホールに 152 作品が展示され
ました。
　山口地域を撮影場所としたカメラ部門の特選に選ば
れたのは、山口町名来で撮影した溝端弘雄さんの「飛
翔」と表題が付けられた見事な作品でした。
　また、来場者の投票で決まる「みんなで選んだ賞」は、
米田晃大さんの「今日ものんびり」と表題が付けられ
た作品で、山口センター前バス停横の歩道橋から撮っ
た山口町の風景です。
　特選、みんなで選んだ
賞以外の作品も素晴らし
い作品が多くありまし
た。次回も会心の作品を
お待ちしています。

用 海

山 口甲陽地域コミュニティバス甲陽地域コミュニティバス
第２回試験運行第２回試験運行

特選　飛翔
大人 300円、子ども 200円、大人同伴未就学児無料

初めてでも楽しめます
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＊
西
宮
市
社
会
福
祉
協
議
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を「
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」

青
少
年
愛
護
協
議
会
を「
青
愛
協
」と

略
し
て
記
載
し
て
い
ま
す
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西宮浜　　

都道府県女子駅伝出場おめでとう！都道府県女子駅伝出場おめでとう！

苦楽園小学校で「防災教室」苦楽園小学校で「防災教室」

教育支援センターあすなろかわらぎ教育支援センターあすなろかわらぎ

復活した百人一首大会復活した百人一首大会

瓦木中学校陸上競技部
の朝日小

こ
都
と
子
こ
さん（14）が、

１月 14日に京都で行われ
た、皇后盃第 42回全国都
道府県対抗女子駅伝競走大
会に、兵庫県代表の１人と
して選ばれ、７位入賞に貢
献しました。西宮市から代
表に選出された中学生は、
朝日さんで２人目という快
挙です。
朝日さんは登りの第８区。１位でたすきを受け、粘り

強い走りで首位をキープしました。「緊張しましたが、楽
しく走れました！　前半はペース配分が難しかったです
が、最後はスピードに乗れた良い走りができました」と振
り返ります。日本の中距離界の第一人者である田中希実選
手にサインをもらったのもうれしかったと、朗らかに笑う
姿が印象的でした。

　近畿地方整備局六甲砂防事務所
協力の下、２月 14日に苦楽園小
学校４年生を対象とした市・地域
防災支援課主催の「防災教室」が
行われました。
　苦楽園小学校校区は急な斜面の
山あい地のため、土砂災害が起
こる恐れが高いといわれていま
す。その対策の重要な役割を果た
す「砂防えん堤」の効果について、
土石流発生装置を使って実験が行
われました。災害が起こったとき
のえん堤の有無による違いを分か
りやすく確認することができました。
　子どもたちはクイズを交ぜながらの説明に、避難先、家
庭でできる備え、身を守る方法などを知り、これから起こ
るかもしれない災害への備えを学ぶことができました。

　令和２年３月に休園となった市立瓦木幼稚園 ( 中島町 )
の施設内に、令和３年４月に「教育支援センターあすなろ
かわらぎ」ができました。
　長期間、学校に登校しない、またはしたくてもできない
状況にある児童や生徒に対して、社会的自立のための支援
を行う施設です。西宮市在住の市立小・中・義務教育学校
在籍の児童生徒が対象です。
　午前の部と午後の部 ( 各２時間 ) に分かれており、その
どちらかに通います。自主学習、スポーツ、交流活動など
があり、子どもの意志に添って、学校や保護者と連絡を取

り合いながら、市の職
員である支援員のも
と、生きる力を育む支
援が行われています。
　子どもたちが健や
かに成長できるよう
見守り、寄り添った支
援が続けられます。

北 口

苦楽園

 瓦 木

甲子園口

　新春の恒例行事「百人一首大会」が１月 30日、上甲子
園中学校で４年ぶりに開催されました。１年生が国語の授
業で百人一首を覚え、クラスの予選会を経て、38グルー
プに分かれてクラス対抗戦で競いました。
　格技室に並べた畳の上に取札を置き、生徒たちは正座で
待機します。先生が上の句を詠み始めると、一瞬の間をお
いて「はい！」という声が上がります。一首ごとに静寂と
歓声が繰り返され、大いに盛り上がりました。
　小、中学校で学
ぶことも多く、多
世代で一緒に楽し
むことができる百
人一首。上甲子園
中学校の伝統行事
として、今後も続
いていくよう願っ
ています。

土石流発生装置を使った実験

明るい笑顔の朝日さん

瓦木幼稚園休園施設にできた
あすなろかわらぎの全景

取札を見つめ、詠まれる句に耳を澄ませます

5
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都道府県女子駅伝出場おめでとう！都道府県女子駅伝出場おめでとう！

苦楽園小学校で「防災教室」苦楽園小学校で「防災教室」

教育支援センターあすなろかわらぎ教育支援センターあすなろかわらぎ

復活した百人一首大会復活した百人一首大会

瓦木中学校陸上競技部
の朝日小

こ
都
と
子
こ
さん（14）が、

１月 14日に京都で行われ
た、皇后盃第 42回全国都
道府県対抗女子駅伝競走大
会に、兵庫県代表の１人と
して選ばれ、７位入賞に貢
献しました。西宮市から代
表に選出された中学生は、
朝日さんで２人目という快
挙です。
朝日さんは登りの第８区。１位でたすきを受け、粘り

強い走りで首位をキープしました。「緊張しましたが、楽
しく走れました！　前半はペース配分が難しかったです
が、最後はスピードに乗れた良い走りができました」と振
り返ります。日本の中距離界の第一人者である田中希実選
手にサインをもらったのもうれしかったと、朗らかに笑う
姿が印象的でした。

　近畿地方整備局六甲砂防事務所
協力の下、２月 14日に苦楽園小
学校４年生を対象とした市・地域
防災支援課主催の「防災教室」が
行われました。
　苦楽園小学校校区は急な斜面の
山あい地のため、土砂災害が起
こる恐れが高いといわれていま
す。その対策の重要な役割を果た
す「砂防えん堤」の効果について、
土石流発生装置を使って実験が行
われました。災害が起こったとき
のえん堤の有無による違いを分か
りやすく確認することができました。
　子どもたちはクイズを交ぜながらの説明に、避難先、家
庭でできる備え、身を守る方法などを知り、これから起こ
るかもしれない災害への備えを学ぶことができました。

　令和２年３月に休園となった市立瓦木幼稚園 ( 中島町 )
の施設内に、令和３年４月に「教育支援センターあすなろ
かわらぎ」ができました。
　長期間、学校に登校しない、またはしたくてもできない
状況にある児童や生徒に対して、社会的自立のための支援
を行う施設です。西宮市在住の市立小・中・義務教育学校
在籍の児童生徒が対象です。
　午前の部と午後の部 ( 各２時間 ) に分かれており、その
どちらかに通います。自主学習、スポーツ、交流活動など
があり、子どもの意志に添って、学校や保護者と連絡を取

り合いながら、市の職
員である支援員のも
と、生きる力を育む支
援が行われています。
　子どもたちが健や
かに成長できるよう
見守り、寄り添った支
援が続けられます。

北 口

苦楽園

 瓦 木

甲子園口

　新春の恒例行事「百人一首大会」が１月 30日、上甲子
園中学校で４年ぶりに開催されました。１年生が国語の授
業で百人一首を覚え、クラスの予選会を経て、38グルー
プに分かれてクラス対抗戦で競いました。
　格技室に並べた畳の上に取札を置き、生徒たちは正座で
待機します。先生が上の句を詠み始めると、一瞬の間をお
いて「はい！」という声が上がります。一首ごとに静寂と
歓声が繰り返され、大いに盛り上がりました。
　小、中学校で学
ぶことも多く、多
世代で一緒に楽し
むことができる百
人一首。上甲子園
中学校の伝統行事
として、今後も続
いていくよう願っ
ています。

土石流発生装置を使った実験

明るい笑顔の朝日さん

瓦木幼稚園休園施設にできた
あすなろかわらぎの全景

取札を見つめ、詠まれる句に耳を澄ませます
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会場 門戸寄席 J:SPACE 下大市東町13-1
料金 各回共 前売2,000円 当日2,500円  
予約•問合 TEL 070-3603-3192（安田） 
rshoufukutei@gmail.com（里光） 

2024年
5月23日(木) 

◎昼席 14時開演　◉夜席 19時開演

【昼席】宮沢賢治　ゲスト:森本智子（武庫川女子大学非常勤講師） 
【夜席】小泉八雲　ゲスト:河向貴子（読み語り） 笑福亭里光の落語会 

＠門戸寄席 

主催:笑福亭里光  共催:門戸寄席  協力:ポラン堂古書店  

広告



名塩道路　生瀬トンネル交通切り替え名塩道路　生瀬トンネル交通切り替え 「理科ちゃん」って楽しい！「理科ちゃん」って楽しい！名 塩 夙 川

自治会ホームページ開設自治会ホームページ開設香櫨園

　中浜・堀切町自治会は、２月１日にホームページを開設し
ました。西宮市の未来づくりパートナー事業の助成を得て、
必要な経費を賄うことができました。
　このホームページでは、防災情報を重点的に掲載していま
す。災害ごとの地域の被害想定、避難所情報、非常持出品・
備蓄品リスト、情報入手先などを見ることができます。
　また、回覧板のちらしを順次掲載して、内容をいつでも確
認できるようにしています。今後、内容をさらに充実させ、
地域住民だけでなく、広く中浜町、堀切町の情報を発信し町
の魅力も伝えます。
　地域猫などをモデルにしたキャラクター３匹が情報を紹介

しています。ぜひ、ホームページを活用してください。

　国道 176 号名塩道路整備事業で最大の難所とされる生
瀬トンネル（全長 311 ｍ）が完成し、２月 13日に交通
切り替えが行われました。
　計画によると同区間は令和８年春の開通予定で、三田方
面行き（２車線）が生瀬トンネル、宝塚方面行きが従前道
路の拡幅整備により、計４車線となります。今後、武庫川
沿いの従前道路部分で法面切土やかさ上げ工事などが行わ
れる予定で、同トンネルの完成に伴い、片側１車線の交互
通行路として、今回の暫定供用開始となりました。
　これに先立ち、前日には完成式が行われ、また、塩瀬中
学校１、２年生によるトンネルマラソンなど、記念のイベ
ントも行われ、全線早期完成を願いつつ、供用開始を祝い
ました。

　夙川地区青愛協の小学生を対象とした「理科ちゃんの実
験教室」が、２月 17日に夙川小学校理科室で行われまし
た。授業では経験しない数々の実験が好評で、毎年行われ
ています。
　１、２年生と３年生以上の２部制で、40人余りが参加。
講師は夙川小学校の３人の先生たちで、楽しくいろいろな
道具を使った実験が用意されていました。
　一人一人が実験に取り組み、紙コップとモールで作った

ヘビの「ダンシング
スネーク」では、音
の出し方でヘビの動
きが変わり、子ども
たちは歓声を上げて
いました。
　「傘袋ロケット」
では、傘袋の空気の
量や羽の付け方、投
げ方に工夫をしてい
ました。
　その他にも実験は
続き、理科の楽しさ
を存分に味わった時
間でした。

中浜・堀切町自治会ホームページ 2次元コード

「傘袋ロケット」完成。
「周り続けるコマ」製作中生瀬トンネル完成式でのテープカット
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● 平成29年西宮市に曹洞宗寺院を開創いたしました。仏事等のご相談などお気軽にご連絡ください。
● 菩提寺がご遠方で供養されるのが難しい方、ご実家のお寺との繋がりを大事にしながら、
  こちらでご供養の対応をさせて頂きます。

坐 禅 会

0798-71-7787 兵庫県西宮市剣谷町１－５０ 「柏堂町」バス停　下車5分
北山植物園向かい

第2・第4土曜日 17時～
参加無料　どなた様も参加可能です。

福井　大本山永平寺御開山　御直末

観霊山　西明寺
禅　曹洞宗



自分だけのスノードームを作りました自分だけのスノードームを作りました パラスポーツを通した地域交流パラスポーツを通した地域交流安 井 甲 東

ここに来れば何とかなる！　地域の優しさ　みっくすび～んずここに来れば何とかなる！　地域の優しさ　みっくすび～んず鳴 尾

　高須地域で外国人住民が増加したことから平成 30
（2018）年、外国人保護者の生活支援のため、西宮市国際
交流協会と武庫川団地自治会が協力して拠点づくりを始めま

した。それが、月２
回開催している「み
っくすび～んず」で
す。
　保護者は、日本語
で書かれた書類の
意味や提出方法を
スタッフに聞きに

来ます。取材した日は、
確定申告のための書類
をスタッフと共に記入
していました。ここで
教えてもらった情報は
外国人コミュニティー
にも共有され、住民の皆さんの安心につながっています。ま
た、子どもたちはスタッフに宿題などを見てもらったり、日
本語かるたや将棋で楽しそうに遊んでいます。将棋ができる
のはここしかないと、家から将棋盤を持ってくる子もいます。
　スタッフは全て日本語で対応し、交流の輪を広げています。

　安井地区青愛協主催の「手作り教室」が、２月 10日に
安井市民館で行われました。みんなで一緒に作るのは４年
ぶりで、120人近くの参加がありました。
　今回の作品は「スノードーム」。まず、スポンジがつい
た台にペンギンやパンダなどのマスコットと、ガラス石や
草などを貼り付けます。接着剤がしっかり乾いたら、ドー
ムの中にスノーパウダーやラメを入れ、のりを水で溶いた
液を注ぎます。台を逆さにしてドームに取り付けると完成！
　マスコットを付ける場所に苦心した子もいましたが、ド
ームの中でキラキラとラメがゆっくり落ちる様子に、大人
も子どもも大喜び。「みんなと作って楽しかった」「早く家
に帰って家族に見せたい」とみんな大満足で、大盛況に終
わりました。

　段上地区社協の地区福祉委員会と西宮市社協の地区懇談
会が、１月 16日に段上公民館で開催されました。今回は
「だんだんミーツ段上（段上福祉施設連絡会）」と協働で実
施され、だんだんミーツ段上の関係施設の利用者、職員、
そして地区住民の計 30人が混合で「ボッチャ」をプレー
しました。
　ボッチャは２チームに分かれて、どれだけ目標球の近く
にボールを投げることができるかを競うパラスポーツで
す。投球が難しい人でも「ランプ」という勾配具を使って
プレーできるので、みんなで一緒に楽しむことができます。
　ルールも動作もシンプルですが戦略性が高く、普段交流
の機会が少ない施設利用者と地区住民が歓声を上げながら
白熱した試合を繰り広げ、楽しい時間を過ごしました。

確定申告　難しい！

上手に作れたよ

チームを逆転勝利に導いたランプでの一投！

かるたで漢字の勉強
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健康講座「健康寿命をのばす食事」健康講座「健康寿命をのばす食事」

浜脇小学校にも届きました！浜脇小学校にも届きました！
大谷翔平選手寄贈のグローブ大谷翔平選手寄贈のグローブ

消えゆく今津浜消えゆく今津浜

平木小学校５年生、駅伝競走大会優勝 !!平木小学校５年生、駅伝競走大会優勝 !!

健康講座「ずーっと元気！健康寿命をのばす食事」が、
越木岩公民館で２月 14日に開催されました。会場はほぼ
満席で、健康と食事への関心の高さが伺えました。
健康寿命とは、健康問題で日常生活が制限なくできる

期間をいいますが、現在、健康寿命と平均寿命の差は約
10年といわれています。健康寿命を延ばすには筋肉が必

要で、そのためには正しい
食生活と運動が大切です。
管理栄養士の古野和子

さんがクイズを交えながら
実例を挙げて話し、参加者
は熱心に聞いていました。
食事で注意すべき点、食べ
る順番、栄養素、献立の工
夫や足すだけで効果的な食
材など、すぐにでも実践で
きる内容を分かりやすく学
ぶことができました。

　浜脇地区子ども会連絡協議会主催の「浜脇っ子カーニバ
ル」が、３月２日に浜脇小学校で開催されました。
　その中の、スポーツクラブ２１浜脇のストラックアウトの
コーナーで、メジャーリーガーの大谷翔平選手が全国の小
学校に寄贈したグローブ
を使用することができま
した。参加した多くの子
どもたちは、グローブを
使用してボールを投げて
いました。
　来場していた西宮中
央商店街のキャラクター
「ふくみみ福ちゃん」も
グローブを手に、ストラ
ックアウトを楽しんでい
ました。

　今津西浜町に広がる約 120 ｍの今津浜。小さい浜です
が、地域の人が散歩がてらに訪れる場所でもあり、子ども
が身近に磯遊びできる憩いの場です。浜辺はハマエンドウ
やハマヒルガオなどの貴重な海浜植物が自生しており、渡
り鳥の休息地にもなっています。
　今津港付近は津波対策のため、新しい水門が造られるな
ど大きな工事が進められており、今津浜の東側で長い間、
港の安全を見守ってきた今津灯台も移設されました。浜の
場所には、新川・東川統合排水機場が建設されます。
　工事のため、２月後半からは浜に立ち入れなくなり、寂
しく思う住民も多
くいるようです。
新しい排水機場が
完成すると浜は失
われ、大きく景色
が変わります。

　まだまだ寒さが厳しい中、２月３日に西宮甲山ライオン
ズ主催の「第 37回西宮市小学生駅伝競走大会」が行われ
ました。平木小学校５年生と６年生がそれぞれ男子２チー
ム、女子１チームで参加しました。
　男女別で一斉にスタート。メンバーは赤いはちまきをつ
けて気合十分でした。男子は１区３㎞、２～５区２㎞、女
子は１区２㎞、２～５区１㎞で、しっかりとたすきをつな
ぎました。
　競い合ったチームの中にはかなり大きな体格の子どもも

いましたが、５年生
男子のうち１チーム
の５人全員が１位で
通過。18 チームの
中で見事に優勝を果
たし、総合成績は４
位という素晴らしい
走りでした。

越木岩

浜 脇

今 津

平 木

優勝の決めポーズ

今津浜周辺

講師の話に熱心に耳を傾ける
参加者の皆さん

グローブを手にしたふくみみ福ちゃん
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生瀬トンネルでマラソン＆ダッシュ選手権！生瀬トンネルでマラソン＆ダッシュ選手権！ 募金活動で届け！　私たちのエール募金活動で届け！　私たちのエール生 瀬 広 田

夙川の上流に「段差」が多いのはなぜ？夙川の上流に「段差」が多いのはなぜ？神 原

　神原地域の西を流れる夙川
は、桜をはじめいろいろな草
花や生き物の宝庫として親し
まれています。越木岩橋から
下流は流れが穏やかで、河川
敷ではウオーキングや犬の散
歩をしている人も多く見かけ

ます。しかし上流に行くほど流れが速く、砂の流出を防ぐ砂
防えん堤や、水流を緩くするための段差が造られています。
　夙川は日本でも有数の勾配が急な川で、明治時代からその
急流を利用して、酒米をつく水車がたくさんありました。と

ころが、水の力で堤防を
壊すこともあったよう
で、段差で水の勢いを弱
めました。
　上流の銀水橋から苦楽
園口橋までの約１㎞の間
には、大小合わせて 16
カ所も段差があります。
そのおかげで私たちは安
心して河原を散策できる
のですね。

　国道 176号名塩道路の一部、生瀬トンネル（約 311ｍ）
が完成しました。完成式典に先立ち、塩瀬中学校は生徒が
生瀬トンネルを走るという機会をもらいました。　
　そこで、１、２年生が２月８日に「マラソン＆ダッシュ
選手権」をトンネル内で行いました。塩瀬中学校では自分
と向き合うことを目標に、60年以上前から「塩中マラソン」
に取り組んでいます。この日も生瀬トンネルを、思い思い
のスピードで一往復しました。　
　さらに、足に自信のある生徒は、ダッシュ選手権に挑戦！　
緩やかなカーブのトンネルを思い切り走り抜けました。
　現在は車両が通行しているので人が走ることはできませ
んが、この経験は生徒にとって一生の思い出になったこと
でしょう。 （記・塩瀬中学校教頭　弘川篤司）

　上ケ原中学校では、能登半島地震への募金活動が行われ
ました。きっかけは、地震後の被災地の様子を撮影したニ
ュースでした。現地の人、ボランティアの人たちが協力し、
互いに助け合っている姿を見て、何か力になりたいという
思いが高まりました。
　そこで、生徒会で話し合い、上ケ原南小学校と共同で「輝
け翔
はばた
け届け私たちのエール～あなたの気持ちで笑顔が増え

る～」をスローガンに募金活動を始めました。この活動に
は、被災地へのエールを募金という形で届けたい、被災地
の人たちを笑顔にしたいという思いが込められています。
　募金活動の結果、18 万 649 円が集まりました。この
活動を通して、小さなことも、多くの人たちの協力があれ
ば大きな力になることを実感することができました。

緩やかな流れの中で自然観察
（南神原なかよし子ども会）

上ケ原南小学校での募金活動

上流の越木岩えん堤と段差

トンネル内を猛ダッシュ！ 一生忘れません
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津門西口町の防災ガイドブック完成！津門西口町の防災ガイドブック完成！ ステキな茶話会に子どもたちも参加ステキな茶話会に子どもたちも参加津 門 大 社

上ケ原南小学校ひまわり学級の「ひまわり郵便局」上ケ原南小学校ひまわり学級の「ひまわり郵便局」上ヶ原

　津門西口町自治会には自主防災部があり、町内の防災啓
発活動をしています。部の研修で危機管理センター（西宮
市役所第二庁舎）を見学し、防災について学習した時、そ
の内容をぜひ地域の人に知らせて役立てたいと意見があり
ました。そして、西宮市地区防災計画作成支援事業を利用
して「防災ガイドブック」の作成を企画しました。
　１年をかけて内容を検討し、防災意識をさらに高めても
らうことを目的とするため、レイアウトにも工夫を重ね、
誰もが分かりやすいように、地域の情報を具体的に盛り

込みました。災害
から命を守る四つ
のステップなどの
情報を、コンパク
トにまとめて町内
各戸に配布しまし
た。
　西宮市のハザー
ドマップと合わせ
てこのガイドブッ
クを利用し、これ
からも地域の人と
一緒に防災活動に
取り組んでいきま
す。

　若松町自治会では２カ月に１度、老人いこいの家で「茶
話会」を開催。普段は高齢者が主体の静かな集まりです。
　その茶話会に、毎年自治会から贈っているお祝いを取り
に来てもらおうと、今年「入学」「２分の１成人式」「卒業」を
迎える子どもたちへ案内を出し、２月18日に招待しました。
　当日、訪れた子どもたちはお祝いを受け取り、大人たち
に祝福された後、すごろくやミニボウリングをしたり、お
菓子を食べたりして楽しみました。年配者と小学生の白熱
したジェンガ対決を周囲が見守る場面や、普段忙しい保護
者たちも久々に集まって話が弾むなど、いつになくにぎや
かな茶話会になりました。
　「これからも小さな自治会ならではの、親密な交流が続
けられることを願っています」と役員は話しました。

世代を超えて楽しみました！

配布された津門西口町防災ガイドブック

　ひまわり郵便局は、
はがきのやり取りを通
して上ケ原南小学校の
誰もが温かい気持ち
になり、もっと仲良く
なれるようにと始まっ
た活動です。受け取っ
た人がうれしくなるよ
うなメッセージを書い

て、※ひまわり学級前のポストに入れます。今回は２月５～９
日に開局。５日間で1250枚のはがきがポストに届きました。

　ひまわり学級の児童
は、「はがきの枚数を
数える」「ポストに入
っているはがきに消印
を押す」「宛先ごとに
仕分けをする」「配達
をする」「新しいはがきを配る」など、役目を決めて作業。
はがきも手作りで、絵を描くのが得意な子が切手を描きまし
た。みんなが活躍でき、人の役に立つ喜びを味わえる活動に
なっています。一番多かった宛先は給食の調理員さんでした。
 ※ひまわり学級－特別支援学級の呼称

新しいはがきを配る様子

宛先の教室に配達します
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ライフボックス西宮北口

お得なサービス料金！！
保証金3カ月

安心のセキュリティーシステム！

24時間出し入れ自由！ 楽々の全室1階！
最新ICカードキーおよび監視カメラにて、24時間見守っております。

全室照明付ですので24時間いつでもラクに荷物の出し入れができます。

西宮市松山町11番13号
詳細情報は〈ｉタウンぺージ〉にアクセスして下さい。

☎0798-69-3500

トランクルームトランクルームトランクルーム家庭の押入から、事業用倉庫まで…

1.5畳タイプから10畳タイプまで
各種タイプがあります。〈冷房完備〉

￥  9,5001.5畳 1ヶ月

￥15,0003 畳 1ヶ月

くわしくは ライフボックス西宮北口 検索検索

各タイプ・お問い合わせ下さい



バラ公園の遊具がバラ公園の遊具が
リニューアルされました！リニューアルされました！

スポーツクラブ 21のミニバススポーツクラブ 21のミニバス
初の全国大会へ出場初の全国大会へ出場春 風 西宮浜

寒い中での顕彰祭に参拝寒い中での顕彰祭に参拝芦 原

　瓦林公園（通
称・バラ公園）
の大人気遊具
が、３月に新し
くなりました。
昨年の春風公園
の滑り台とつり
輪のリニューア
ルに続き、春風地域の公園事情が大きく進化しています。
　新遊具の名は「ジグザグアスレチック」。カラフルなデ
ザインで、ロングスライダーをはじめ、ジグザグのぼりや
ユニットジャングルジムなど、小さな子どもから小学校高
学年の子どもまで、安心して楽しめる遊具に生まれ変わり
ました。
　タワー以外の部分は、インクルージブ遊具（体に障がい
のある子もない子も、誰もが楽しく遊ぶことができる遊具）

のエリアとして、幼児
たちも一緒に遊べる
ようになっています。
春と秋にはバラが見
頃となりますので、ぜ
ひ遊びにきてくださ
いね。

　西宮浜シーガルズは、西宮浜義務教育学校を拠点に活動
しているスポーツクラブ 21西宮浜のミニバスケットボー
ルチームです。今年、喜寿を迎える森岡正利ヘッドコーチ
の下で努力を重ね、昨年 12月に行われた県大会でチーム
創部以来初となる優勝を果たし、３月に東京で行われた第
55回全国ミニバスケットボール大会に兵庫県代表として
出場しました。
　全国大会は勝ち上がりのない交歓大会ですが、全国から
強豪チームが集まり、国立代々木競技場の体育館という大
舞台で試合ができたことは、子どもたちにとってかけがえ
のない素晴らしい経験となりました。
　現在、新チームは「もう一度全国の舞台に立つ」という
大きな目標に向かって日々、練習を頑張っています。今後
も西宮浜シーガルズの応援をよろしくお願いします。

　江戸時代末期、飢饉による芝村（現在の芦原地
域）の窮状を青山尼崎藩主に命懸けで直訴した四
郎右衛門翁がいました。彼の犠牲的精神と功績は
後世に語りつがれ、毎年春に、四郎右衛門翁碑（西
福町・西福寺の西隣）の前で、地域の人々が参拝
して顕彰祭が執り行われてきました。
　新型コロナウイルス感染防止のため、４年ぶり
の開催となった３月３日の顕彰祭は、四郎右衛門翁をたたえ
る祝辞が奏上されました。続いて冷たい風が吹く中、石井登
志郎西宮市長、重松司郎西宮市教育長、衆議院議員の来賓、
地域団体役員、学校関係者、深津小学校児童など、100 人

ほどの参列者が玉串と拝礼を捧げました。
　義民四郎右衛門翁の事績は、市・教育委員会発行の『西宮
ふるさと民話』にも掲載されています。

児童たちも次々に参拝祭壇の前で司会を務めた本荘幸一さん

見た目も明るくカラフルで、元気な子どもたちに
ぴったり

瓦林公園はバラも見事です

スマイルが満開
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広告





利用者
募集
利用者
募集

社会福祉法人

神港園レインボー西宮神港園レインボー西宮 家庭的で、尊厳があり、安心な暮らしをご提供いたします。
健康はもちろん、認知症の進行予防などを考えた各種療法に取組んでいます。
地域と密着したイベントの開催など、皆様と交流を深めています。

見学・体験受付中デイサービスセンター 認知症対応型デイサービスセンター

神港園レインボー酒蔵通

●資料のご請求・お問い合せ先

Email : rainbow-sakagura@shinkouen.or.jp

本館・西館

他にも、グループホーム・居宅介護支援事業所・放課後等デイサービスを併設。

神港園レインボー西宮 TEL:0798-43-5450
FAX:0798-43-5452

●資料のご請求・お問い合わせ先

■本館　全 32戸
シングルタイプ約 30ｍ2/27 戸…月 12万～13万
ファミリータイプ約 45ｍ2/5 戸…月 19万
■西館　全 18戸　全室 18.53ｍ2…月 11万
〈敷金〉原則退去時に返金いたします。
〈その他費用〉別途ご確認ください。
本館条件：60歳以上、共同生活に支障のない方、運
営、管理規定を順守いただける方。西館条件：60歳
以上、要介護 1～5の方、共同生活に支障のない方、
運営、管理規定を順守いただける方。

〒663-8135 西宮市上田西町3-28
Email : info-rainbow@shinkouen.or.jp

詳しくはこちら

元気な方も、介護が必要な方も、
酒蔵通の暮らしを

本　館
みまわりサポート

西　館
24時間サポート

介護
募集

職
員

パ－ト、常勤、介護補助など

①西宮市上田西町3-28　神港園レインボー西宮
②西宮市久保町7-35　神港園レインボー酒蔵通
●詳しくはお問い合わせください

神港園レインボー西宮
〒663-8135 西宮市上田西町3-28

【勤務場所】
有資格者優遇 普通免許所持者歓迎



い
つ
も
自
分
の
記
録
と
向
き
合
っ
て

関
西
大
学
１
年
生
　
松
本 

悠
里  

さ
ん

（
瓦
木
地
域
在
住
）

88

マロニエ賞の表彰式会場、
兵庫県公館での悠里さん

　
昨
年
、
兵
庫
県
高
校
総
合
体
育

大
会
の
女
子
２
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
で

優
勝
を
飾
っ
た
松
本
悠
里
さ
ん
は
、

８
月
の
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
水
泳
競
技
大
会
（
以
下
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
）
に
出
場
し
、
女
子

１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
で
３
位
、
同

２
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
で
４
位
と
い
う

成
績
を
収
め
、
そ
の
後
も
２
０
０

ｍ
平
泳
ぎ
で
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ

ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
（
以
下

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）
２
位
、

国
民
体
育
大
会
（
鹿
児
島
県
）
４

位
と
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
悠
里
さ
ん
は
瓦
木
小
学
校
、
深

津
中
学
校
、
須

磨
学
園
高
等
学

校
を
卒
業
し
、

今
年
４
月
か
ら

関
西
大
学
に
進

学
。
顔
に
水
が

か
か
る
の
が
嫌

で
髪
を
洗
う
の

に
も
苦
労
し
た

た
め
、
２
歳
の

時
に
市
内
の
水

泳
ス
ク
ー
ル
の

ベ
ビ
ー
ク
ラ
ス

　
小
学
校
６
年
生
の
時
に
短
水
路

50
ｍ
平
泳
ぎ
で
兵
庫
県
学
童
記
録

を
更
新
（
現
記
録
保
持
中
）
し
た

後
、
今
年
３
月
６
日
現
在
、
さ
ま

ざ
ま
な
記
録
を
保
持
し
て
い
ま
す
。

　
高
校
１
年
生
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

優
勝
。
高
校
２
年
生
で
は
全
日
本

選
手
権
水
泳
競
技
大
会
で
４
位

（
高
校
生
以
下
で
は
１
位
）
と
な

り
、
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
選
手
権

や
ジ
ュ
ニ
ア
パ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

い
悠
里
さ
ん
で
す
が
、
万
事
に
控

え
め
な
性
格
な
よ
う
で
、
が
む
し

ゃ
ら
さ
に
欠
け
る
と
指
導
者
か
ら

指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
そ
う
。

こ
う
し
て
『
宮
っ
子
』
に
掲
載
さ

れ
る
こ
と
も
避
け
た
い
と
話
す
ほ

ど
の
つ
つ
ま
し
さ
で
す
。
ま
た
、

編
集
員
が
調
べ
た
数
々
の
記
録
や

表
彰
に
つ
い
て
も
悠
里
さ
ん
の
口

か
ら
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
過

去
の
記
録
に
頓
着
せ
ず
、
い
つ
も

前
を
向
い
て
自
分
を
高
め
て
い
る

姿
勢
が
と
て
も
魅
力
的
で
す
。

　
中
学
校
時
代
の
友
人
と
今
も
交

流
が
あ
り
、
高
校
で
も
良
い
学
校

生
活
を
送
れ
た
こ
と
、
全
国
大
会

で
競
う
ラ
イ
バ
ル
と
は
試
合
以
外

で
は
仲
が
良
い
と
い
う
こ
と
か
ら

も
悠
里
さ
ん
の
人
柄
の
良
さ
が
伺

え
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
心
と
体
を
大
切
に

し
て
、
充
実
し
た
選
手
生
活
を
送

っ
て
く
だ
さ
い
。

水
泳
選
手
権
の
代
表

に
選
出
さ
れ
、
パ
ン

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
で
は

２
位
に
な
り
ま
し
た
。

　
数
々
の
試
合
や
合

宿
な
ど
の
強
化
練
習

が
続
い
て
学
校
行
事

に
出
ら
れ
な
い
ほ
ど

忙
し
く
て
も
、
体
調

管
理
に
悩
ま
さ
れ
て

も
、
一
度
も
水
泳
を

や
め
た
い
と
思
っ
た

こ
と
は
な
い
そ
う
で

す
。
ど
の
大
会
で

何
位
に
入
る
と
い

う
こ
と
よ
り
も
、

常
に
自
己
記
録
の

更
新
を
目
指
し
て

い
る
と
話
し
ま
す
。

　
自
分
の
ベ
ス
ト

タ
イ
ム
に
は
厳
し

に
通
い
始
め
た
の
が
水
泳
と
の
出

会
い
で
し
た
。
４
歳
で
４
泳
法
を

習
得
。
小
学
校
に
入
る
と
選
手
コ

ー
ス
に
進
み
、
１
人
で
練
習
に
通

い
、
小
学
校
４
年
生
の
時
に
ジ
ュ

ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
。
以

後
、
高
校
３
年
生
ま
で
毎
年
出
場

し
続
け
ま
し
た
。

世界ジュニア水泳選手権大会でレースに臨む悠里さん

兵庫県中学新記録
　短水路・長水路100ｍ平泳ぎ

兵庫県高校新記録
　短水路100ｍ・200ｍ平泳ぎ
　長水路50ｍ・100ｍ・200ｍ平泳ぎ
　長水路４×50ｍフリーリレー
　長水路４×100ｍメドレーリレー

兵庫県新記録
　短水路・長水路200ｍ平泳ぎ

全日本200ｍ平泳ぎランキング6位
全国高校200ｍ平泳ぎランキング2位

表彰
マロニエ賞（兵庫県）
兵庫県スポーツ優秀選手賞
兵庫県競泳指定選手（小学1年生から）
兵庫県スーパーアスリート
兵庫県高校総合体育大会の女子優
秀選手賞（高校1年生から3年連続）など

悠里さんの記録と受賞・表彰歴
※令和６年３月６日現在
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不用品

買 取 処 分

株式会社
ご不明な点はお気軽にお問い合わせください！

0120-39 -5341
サンキュー ゴ　ミ　ヨ　イ 〒662-0934 西宮市西宮浜1丁目15番

Email  info@sukkirin.jp

http://www.sukkirin.jp/

1.スピード対応
※当日からの回収も対応しております。
（但し、お時間によりご要望にお応えでき
ない場合がありますのでご了承ください）

2. 専門スタッフによる査定
※買取対象に限る。
3. 買取できない場合には処分対応
※別途有料でのご案内。

4.お家の中からの運び出し
5. 引越時の費用を圧縮
6. 1点からでも伺います
7.もしものための賠償保険加入
8. 土・日・祝日も対応

携帯・PHS OK

スッキリンのメリット

見 積 無 料 ！！





17 16

西宮市消費生活センター
〒663－8035  西宮市北口町1-1  アクタ西宮西館3階

相談専用　TEL0798－64－0999
本欄についてのお問い合わせ、ご意見は
TEL0798－69－3156　FAX0798－69－3162

専
門
家
に
質
問
す
る
サ
イ
ト
が

「
サ
ブ
ス
ク
」
だ
っ
た

■
相
談
内
容

　
パ
ソ
コ
ン
の
調
子
が
悪
く
な
り
、

千
円
で
専
門
家
が
解
決
し
て
く
れ

る
と
い
う
質
問
サ
イ
ト
を
利
用
し

た
。
１
回
限
り
の
つ
も
り
で
利
用

し
、
千
円
の
料
金
を
支
払
っ
た
が
、

後
日
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
か
ら

数
千
円
が
引
き
落
と
さ
れ
て
い
た
。

サ
イ
ト
に
表
示
さ
れ
て
い
た
電
話

番
号
に
問
い
合
わ
せ
る
と
、
会
員

登
録
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
会
員
登

録
を
し
た
覚
え
は
な
い
の
で
、
解

約
と
返
金
を
求
め
た
い
。

■
ア
ド
バ
イ
ス

　
サ
ブ
ス
ク
の
契
約
に
な
っ
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
サ
ブ
ス
ク
と
は
、
定
め
ら
れ
た

料
金
を
定
期
的
に
支
払
う
こ
と
に

よ
り
、
一
定
期
間
、
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と

で
す
。
最
初
に
無
料
期
間
が
設
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

期
間
中
に
解
約
し
な
け
れ
ば
、
有

料
プ
ラ
ン
に
自
動
で
移
行
し
、
１

カ
月
、
１
年
な
ど
、
定
期
的
に
決

ま
っ
た
料
金
が
課
金
さ
れ
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
サ
ブ
ス

ク
の
申
し
込
み
画
面
で
は
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
の
入
力
を
求

め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
「
無
料
期
間
を
過
ぎ
て
も
解
約

さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
自
動
的
に

有
料
プ
ラ
ン
に
移
行
す
る
」
な
ど
、

契
約
条
件
が
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
安
心
・
安
全
で
豊

か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
、
消
費

生
活
に
関
す
る
情
報
発
信
や
、
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
契
約
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
中
で
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
相
談
が
多
い
、

サ
プ
リ
や
化
粧
品
の
「
定
期
購
入
」

に
関
す
る
こ
と
や
、
１
回
限
り
と

思
っ
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
が
「
サ
ブ

ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
（
以
下
、
サ
ブ

ス
ク
）」
の
契
約
で
あ
っ
た
と
い
う

事
例
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
　

　
定
期
購
入
は
、
ネ
ッ
ト
だ
け
で

は
な
く
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
の

広
告
を
見
て
申
し
込
ん
だ
契
約
に

も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
、
商
品
を
注
文
す
る
前

に
、
契
約
条
件
を
十
分
に
把
握
す
る

こ
と
で
、
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
す
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
以
下
の
事
例

を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

「
１
回
限
り
」の
注
文
の
つ
も
り
が

「
定
期
購
入
」
だ
っ
た

▪
相
談
内
容

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
閲
覧
中
に
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
広
告

が
表
示
さ
れ
、
使
用
す
れ
ば
痩
せ
る

と
思
わ
せ
る
画
像
も
掲
載
さ
れ
て
い

た
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
興
味
が
あ
っ
た
の

で
試
し
て
み
よ
う
と
思
い
、
広
告
の

サ
イ
ト
か
ら
商
品
を
注
文
し
た
。
数

日
後
に
商
品
が
届
き
、
１
カ
月
分
の

代
金
４
千
円
を
支
払
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、

ま
た
同
じ
商
品
が
送
ら
れ
て
き
て
、

今
度
は
金
額
も
１
回
目
と
比
べ
る

と
高
額
で
あ
っ
た
。
慌
て
て
販
売

業
者
に
問
い
合
わ
せ
る
と
、
こ
の

商
品
は
３
回
以
上
の
定
期
購
入
が

条
件
で
、
２
回
目
の
代
金
は
３
カ

月
分
約
６
万
円
（
１
カ
月
分
２
万

円
）
と
の
こ
と
。
ま
た
、
事
業
者

の
サ
イ
ト
で
は
そ
の
こ
と
を
表
示

し
て
い
る
と
の
こ
と
。
商
品
に
関

す
る
説
明
は
十
分
確
認
し
た
つ
も

り
だ
っ
た
が
、
定
期
購
入
の
こ
と

は
サ
イ
ト
の
下
部
に
細
か
い
字
で

表
示
さ
れ
て
い
た
。

　
２
回
目
以
降
の
注
文
を
す
る
意

思
は
な
か
っ
た
の
で
、
解
約
し
た
い
。

■
ア
ド
バ
イ
ス

　
最
終
確
認
画
面
に
、
何
回
以
上

の
定
期
購
入
が
条
件
で
あ
る
旨
が

分
か
り
や
す
く
表
示
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、
解
約
す
る
こ
と
は
難
し

い
で
す
。
し
か
し
、
定
期
購
入
で

あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
文
字
が
極

端
に
小
さ
い
こ
と
、
サ
イ
ト
の
最

後
方
に
表
示
さ
れ
、
画
面
を
相
当

に
ス
ク
ロ
ー
ル
し
な
い
と
、
そ
の

内
容
に
た
ど
り
着
け
な
い
こ
と
な

ど
、
明
ら
か
に
誰
が
見
て
も
契
約

内
容
が
分
か
り
に
く
い
と
認
め
ら

れ
る
場
合
、
ま
た
、
定
期
購
入
で

あ
る
旨
、
金
額
、
契
約
期
間
な
ど

の
販
売
条
件
が
明
示
さ
れ
て
い
な

い
場
合
は
、
販
売
業
者
に
そ
の
こ

と
を
指
摘
し
て
解
約
交
渉
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
通
信
販
売
に
は
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
制
度
は
な
い
た
め
、

販
売
事
業
者
が
定
め
る
返
品
に
関

す
る
特
約
（
返
品
特
約
）
が
あ
る

場
合
に
は
、
そ
れ
に
従
い
ま
す
。

特
約
に
「
注
文
後
は
返
品
で
き
ま

せ
ん
」
と
記
載
さ
れ
て
い
れ
ば
、

原
則
、
返
品
は
困
難
で
す
。

　
い
わ
ゆ
る
「
お
試
し
」
を
前
面

に
宣
伝
す
る
健
康
食
品
や
化
粧
品

な
ど
の
定
期
購
入
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）

に
掲
載
さ
れ
た
広
告
が
き
っ
か
け

に
な
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

広
告
で
は
、「
お
試
し
価
格
」「
初

回
90
％
オ
フ
」
な
ど
通
常
価
格
よ

り
も
低
価
格
で
購
入
で
き
る
こ
と

や
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
筋
力
ア
ッ
プ

な
ど
の
効
果
が
強
調
さ
れ
て
い
ま

す
。
注
文
前
に
は
、
広
告
だ
け
で

は
な
く
、
必
ず
公
式
サ
イ
ト
で
契

約
内
容
や
規
約
を
確
認
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

冷
静
な
判
断
と
行
動
で

　
　
　
　
　
　
　
　
契
約
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ご
う
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6月
6/13㈭14時から

注
文
前
に
必
ず
契
約
内
容
の
確
認
を

　
サ
ブ
ス
ク
を
解
約
す
る
に
は
、

事
業
者
の
定
め
る
方
法
で
手
続
き

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、

事
業
者
の
サ
イ
ト
に
記
載
さ
れ
て

い
る
解
約
手
続
き
の
案
内
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
解
約
手
続
き
を
完

了
さ
せ
な
い
と
、
サ
ブ
ス
ク
の
契

約
は
自
動
更
新
さ
れ
て
利
用
料
金

が
発
生
し
ま
す
の
で
、
十
分
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　

　
申
し
込
む
前
に
、
広
告
や
サ
イ

ト
の
申
し
込
み
画
面
を
よ
く
確
認

し
、
事
前
に
契
約
の
内
容
に
つ
い

て
十
分
に
確
か
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は

事
業
者
に
問
い
合
わ
せ
て
納
得
し

て
か
ら
注
文
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

申
し
込
ん
だ
後
も
、受
注
確
認
メ
ー

ル
な
ど
を
よ
く
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

  

近
年
、
定
期
購
入
と
サ
ブ
ス
ク

の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談
は
増

加
し
て
い
ま
す
。
疑
問
や
不
安
が

生
じ
た
場
合
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

（
参
考
　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
）

　
代
金
の
支
払
い
は
、
原
則
、
利

用
規
約
に
従
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

サ
ブ
ス
ク
は
「
契
約
し
て
い
る
間

は
、
い
つ
で
も
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
状
態
に
あ
る
」
と
い
う
こ

と
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な

く
て
も
、
契
約
期
間
中
で
あ
れ
ば

料
金
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
利
用
し
て
い

な
い
こ
と
を
理
由
に
返
金
を
求
め

て
も
、
応
じ
て
も
ら
う
こ
と
は
困

難
で
す
。

関西ペイントがサポートする施工店をご紹介しています。 リフォームサミット

ホームページはこちら大切な住まいの塗り替えに
より良い「製品」と「技術」と
「サービス」をお届けします。
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専
門
家
に
質
問
す
る
サ
イ
ト
が

「
サ
ブ
ス
ク
」
だ
っ
た

■
相
談
内
容

　
パ
ソ
コ
ン
の
調
子
が
悪
く
な
り
、

千
円
で
専
門
家
が
解
決
し
て
く
れ

る
と
い
う
質
問
サ
イ
ト
を
利
用
し

た
。
１
回
限
り
の
つ
も
り
で
利
用

し
、
千
円
の
料
金
を
支
払
っ
た
が
、

後
日
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
か
ら

数
千
円
が
引
き
落
と
さ
れ
て
い
た
。

サ
イ
ト
に
表
示
さ
れ
て
い
た
電
話

番
号
に
問
い
合
わ
せ
る
と
、
会
員

登
録
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
会
員
登

録
を
し
た
覚
え
は
な
い
の
で
、
解

約
と
返
金
を
求
め
た
い
。

■
ア
ド
バ
イ
ス

　
サ
ブ
ス
ク
の
契
約
に
な
っ
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
サ
ブ
ス
ク
と
は
、
定
め
ら
れ
た

料
金
を
定
期
的
に
支
払
う
こ
と
に

よ
り
、
一
定
期
間
、
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と

で
す
。
最
初
に
無
料
期
間
が
設
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

期
間
中
に
解
約
し
な
け
れ
ば
、
有

料
プ
ラ
ン
に
自
動
で
移
行
し
、
１

カ
月
、
１
年
な
ど
、
定
期
的
に
決

ま
っ
た
料
金
が
課
金
さ
れ
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
サ
ブ
ス

ク
の
申
し
込
み
画
面
で
は
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
の
入
力
を
求

め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
「
無
料
期
間
を
過
ぎ
て
も
解
約

さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
自
動
的
に

有
料
プ
ラ
ン
に
移
行
す
る
」
な
ど
、

契
約
条
件
が
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
安
心
・
安
全
で
豊

か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
、
消
費

生
活
に
関
す
る
情
報
発
信
や
、
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
契
約
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
中
で
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
相
談
が
多
い
、

サ
プ
リ
や
化
粧
品
の
「
定
期
購
入
」

に
関
す
る
こ
と
や
、
１
回
限
り
と

思
っ
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
が
「
サ
ブ

ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
（
以
下
、
サ
ブ

ス
ク
）」
の
契
約
で
あ
っ
た
と
い
う

事
例
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
　

　
定
期
購
入
は
、
ネ
ッ
ト
だ
け
で

は
な
く
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
の

広
告
を
見
て
申
し
込
ん
だ
契
約
に

も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
、
商
品
を
注
文
す
る
前

に
、
契
約
条
件
を
十
分
に
把
握
す
る

こ
と
で
、
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
す
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
以
下
の
事
例

を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

「
１
回
限
り
」の
注
文
の
つ
も
り
が

「
定
期
購
入
」
だ
っ
た

▪
相
談
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で
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を
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。
数
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後
に
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品
が
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き
、
１
カ
月
分
の

代
金
４
千
円
を
支
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た
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と
こ
ろ
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、

ま
た
同
じ
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品
が
送
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れ
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き
て
、

今
度
は
金
額
も
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と
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る

と
高
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で
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た
。
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に
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の
定
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が
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は
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万
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ま
た
、
事
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者

の
サ
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で
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そ
の
こ
と
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商
品
に
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明
は
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確
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定
期
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と
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の
下
部
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字
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解
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。

■
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最
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画
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に
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の
定
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サ
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確
認
を

　
サ
ブ
ス
ク
を
解
約
す
る
に
は
、

事
業
者
の
定
め
る
方
法
で
手
続
き

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、

事
業
者
の
サ
イ
ト
に
記
載
さ
れ
て

い
る
解
約
手
続
き
の
案
内
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
解
約
手
続
き
を
完

了
さ
せ
な
い
と
、
サ
ブ
ス
ク
の
契

約
は
自
動
更
新
さ
れ
て
利
用
料
金

が
発
生
し
ま
す
の
で
、
十
分
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に
　

　
申
し
込
む
前
に
、
広
告
や
サ
イ

ト
の
申
し
込
み
画
面
を
よ
く
確
認

し
、
事
前
に
契
約
の
内
容
に
つ
い

て
十
分
に
確
か
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は

事
業
者
に
問
い
合
わ
せ
て
納
得
し

て
か
ら
注
文
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

申
し
込
ん
だ
後
も
、受
注
確
認
メ
ー

ル
な
ど
を
よ
く
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

  

近
年
、
定
期
購
入
と
サ
ブ
ス
ク

の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談
は
増

加
し
て
い
ま
す
。
疑
問
や
不
安
が

生
じ
た
場
合
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

（
参
考
　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
）

　
代
金
の
支
払
い
は
、
原
則
、
利

用
規
約
に
従
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

サ
ブ
ス
ク
は
「
契
約
し
て
い
る
間

は
、
い
つ
で
も
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
状
態
に
あ
る
」
と
い
う
こ

と
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な

く
て
も
、
契
約
期
間
中
で
あ
れ
ば

料
金
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
利
用
し
て
い

な
い
こ
と
を
理
由
に
返
金
を
求
め

て
も
、
応
じ
て
も
ら
う
こ
と
は
困

難
で
す
。



応
急
給
水
と
は
何
で
す
か
？

災
害
な
ど
で
断
水
し
た
場
合
、

状
況
に
応
じ
て
、
飲
用
水
を
避
難

所
な
ど
で
市
民
の
皆
さ
ん
に
一
時

的
に
供
給
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

ど
う
や
っ
て
給
水
す
る
の
？

公
園
な
ど
の
地
下
に
設
置
さ

れ
て
い
る
緊
急
貯
水
槽
を
は
じ
め
、

普
段
は
給
食
や
手
洗
い
に
使
っ
て

い
る
学
校
受
水
槽
の
水
な
ど
で
給

水
し
ま
す
。
現
在
、
学
校
受
水
槽

の
応
急
給
水
設
備
は
順
次
、
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

「
学
校
受
水
槽
を
使
っ
た
応

急
給
水
」
の
利
点
は
何
で
す
か
？

利
点
は
次
の
四
つ
で
す
。

① 

市
内
に
数
多
く
整
備
で
き
る

と
を
確
認
し
た
後
に
、
仮
設
給
水

栓
や
ホ
ー
ス
を
設
置
し
ま
す
。
最

後
に
、
バ
ル
ブ
を
開
け
ば
使
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
作
業
は
と
て

も
簡
単
な
た
め
、
設
営
は
各
地
域

の
市
民
の
協
力
を
得
て
行
い
ま
す
。

な
お
、
学
校
受
水
槽
の
水
を
持
ち

帰
る
た
め
の
容
器
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
給
水
袋
や
ポ
リ
タ
ン
ク
な

ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、
学
校
の
備
蓄
庫
で
保
管
し

て
い
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
市
の

YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
ご
覧

く
だ
さ
い
（
左
表
※
1
）。

水
道
管
か
ら
自
動
的
に
受
水
槽
へ

水
道
水
が
注
入
さ
れ
ま
す
。

応
急
給
水
に
使
え
る
受
水
槽

が
あ
る
学
校
は
ど
こ
で
す
か
？

市
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
応

急
給
水
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て

案
内
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害

時
に
は
特
設
サ
イ
ト
「
西
宮
市
防

災
ポ
ー
タ
ル
」
で
開
設
状
況
を
案

内
す
る
予
定
で
す
。
平
時
か
ら
最

寄
り
の
応
急
給
水
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
（
上

表
※
2
・
3
）。

設
営
を
体
験
で
き
る
機
会
は

あ
り
ま
す
か
？

市
が
主
催
す
る
防
災
訓
練
の

う
ち
、
整
備
が
完
了
し
た
学
校
を

会
場
と
す
る
訓
練
で
体
験
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
地
域
団
体
が
開
催

す
る
訓
練
で
設
営
体
験
の
実
施
を

希
望
す
る
場
合
は
、
ま
ず
上
記
問

い
合
わ
せ
先
ま
で
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

機材をつないだ学校受水槽
（安井小学校）

住民向け訓練の様子（鳴尾北小学校）

（
市
立
小
・
中
・
義
務
教
育
学

校
60
校
全
て
に
整
備
す
る
予

定
）

② 

大
量
の
飲
用
水
を
確
保
で
き
る

（
1
校
平
均
約
２
７
０
０
人
3

日
分
）

③ 

誰
で
も
簡
単
に
設
営
で
き
る

（
操
作
が
簡
単
な
機
材
を
採
用
）

④ 

給
水
車
を
円
滑
に
運
用
で
き
る

（
給
水
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と

で
、
よ
り
多
く
の
避
難
所
に
給

水
可
能
）

学
校
受
水
槽
か
ら
応
急
給
水

す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
？

断
水
が
分
か
っ
た
時
点
で
、

学
校
受
水
槽
に
傾
き
や
ひ
び
割
れ

が
な
い
か
確
認
し
ま
す
。
次
に
水

質
検
査
を
行
い
、
問
題
が
な
い
こ

受
水
槽
の
水
を
使
い
切
っ
た

場
合
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

断
水
中
は
避
難
所
職
員
か
ら

の
報
告
を
受
け
、
給
水
車
で
受
水

槽
に
直
接
飲
用
水
を
注
水
す
る
こ

と
で
、
応
急
給
水
を
続
け
る
予
定

で
す
。
な
お
、
断
水
解
消
後
は
、

（※1）市YouTube
「 災害時の味方！　知って安心
の学校受水槽応急給水」

（※2）西宮市ホームページ
「 ぜひ確認を！『応急給水
ステーション』」

（※3）西宮市ホームページ
「西宮市防災ポータル」

－危機管理企画課に聞きました－
【問い合わせ】
0798-32-2222

「学校受水槽を使った
応急給水」について
教えてください
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押入 押入物入

バ
ル
コ
ニ
ー

洋　室

10帖

ダイニング

8帖

浴
室

玄関

トイレ

地域とともに20周年地域とともに20周年

ご夫婦二人一室のご利用で
月々195,000円から

住宅型有料老人ホーム住宅型有料老人ホーム

ご夫婦プラン 月払い方式
2人部屋 ４１㎡
1人で広々プラン 月払い方式
1人部屋 ４１㎡
ご夫婦プラン 入居金方式
2人部屋 ４１㎡
1人で広々プラン 入居金方式
1人部屋 ４１㎡

■１室料金表

詳しくはお問い合わせ下さい。

※入居金は初期償却600,000円となります。入居金方式では2,400,000円を60ヶ月で償却します。

600,000円

600,000円

3,000,000円

3,000,000円

235,000円

235,000円

195,000円

195,000円

27,500円

16,500円

27,500円

16,500円

入居時費用 月額利用料 事務共益費

金額はすべて税込価格となります。

●食費（希望者のみ）1日/1,980円

コープ
甲東園
コープ
甲東園

関
西
み
ら
い
銀
行

関
西
み
ら
い
銀
行
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急
給
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、

状
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所
な
ど
で
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の
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一
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的
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す
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ま
す
。

ど
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や
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す
る
の
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緊
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た
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、
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や
ホ
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し
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。
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後
に
、
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開
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も
簡
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た
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、
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は
各
地
域

の
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。
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お
、
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。
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。
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ョ
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案
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す
。
ま
た
、
災
害

時
に
は
特
設
サ
イ
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「
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宮
市
防

災
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の
応
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お
き
ま
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ょ
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（
上

表
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・
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を
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で
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る
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は

あ
り
ま
す
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？
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が
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す
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０
０
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に
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が
簡
単
な
機
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を
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車
を
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こ
と

で
、
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の
避
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に
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可
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受
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す
る
に
は
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す
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い
の
？
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っ
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で
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れ
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な
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か
確
認
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ま
す
。
次
に
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、
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の
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を
使
い
切
っ
た

場
合
は
ど
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り
ま
す
か
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水
中
は
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の
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を
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け
、
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水
車
で
受
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槽
に
直
接
飲
用
水
を
注
水
す
る
こ

と
で
、
応
急
給
水
を
続
け
る
予
定

で
す
。
な
お
、
断
水
解
消
後
は
、

（※1）市YouTube
「 災害時の味方！　知って安心
の学校受水槽応急給水」
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【問い合わせ】
0798-32-2222

「学校受水槽を使った
応急給水」について
教えてください
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浜屋は関西最大級の総合やすらぎ企業です浜屋は関西最大級の総合やすらぎ企業です
●電車をご利用の方／
阪急門戸厄神下車
線路沿に南へ

●お車をご利用の方／
東方面からは阪急の
高架の側道を通って
Uターンしてください。

ホームページ姫路本社直通 受付時間/
午前10時→午後６時30分お問合せ、お仏壇・お墓のご相談はフリーコール



當麻蹶速と野見宿禰の
大一番（右）

相撲に関する貴重な資料がずらっと並ぶ迫力満点！　本物仕様の土俵。奥には升席も

着ぐるみと髷
まげ
のかつらをつけて、横綱気分ではっけよい！

誰でも自由に着られる力士の着ぐるみ（右上）

木
彫
り
の
力
士
と
大
き
な
番
付
表
が

お
出
迎
え

第12回
相
撲
館

　 「
け
は
や
座
」

（
奈
良
県
葛
城
市
）

　
大
相
撲
三
月
場
所
の
季
節
に
な

る
と
、
越
木
岩
地
域
で
力
士
の
姿

を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

令
和
4
年
か
ら
、
二
子
山
部
屋
が

越
木
岩
神
社
を
宿
舎
と
し
て
利
用

し
始
め
た
の
で
、
力
士
の
い
る
風

景
が
地
域
の
春
の
風
物
詩
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
相
撲
と
縁

が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
※
相
撲
発

祥
の
地
と
し
て
知
ら
れ
る
奈
良
県

葛
城
市
に
あ
る
「
葛
城
市
相
撲
館

け
は
や
座
」
を
訪
れ
ま
し
た
。

相
撲
発
祥
の
地
と
は

　

そ
の
歴
史
は
古
く
、『
日
本
書

紀
』
に
よ
る
と
「
怪
力
自
慢
の
葛

城
市
の
地
元
力
士
・
當た

い
ま
の
け
は
や

麻
蹶
速
が
、

天
皇
の
命
で
出
雲
か
ら
呼
ば
れ
た

力
自
慢
の
野の
み
の
す
く
ね

見
宿
禰
と
天
皇
の
御

前
で
力
比
べ
の
対
決
を
し
た
」
と

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
初
の
天

覧
相
撲
で
も
あ
る
の
で
す
が
、
結

果
は
當
麻
蹶
速
が
踏
み
殺
さ
れ
て

し
ま
う
と
い
う
悲
し
い
結
末
を
迎

え
ま
す
。

　
そ
の
悲
運
の
伝
説
の
力
士
を
顕

彰
す
る
目
的
で
、
こ
の
當
麻
の
地

に
け
は
や
座
は
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

は
必
至
で
す
。
実
際
は
も
う
少
し

土
が
柔
ら
か
い
そ
う
で
す
が
、
改

め
て
力
士
の
体
の
頑
丈
さ
に
脱
帽

で
す
。

　
土
俵
の
横
に
は
升
席
も
あ
り
、

大
相
撲
会
場
の
雰
囲
気
で
し
た
。

続
い
て
2
階
へ
。
こ
こ
に
は
相
撲

に
関
す
る
貴
重
な
資
料
が
所
狭
し

と
並
ん
で
い
ま
す
。
歴
代
横
綱
の

手
形
や
オ
ー
ル
ド
フ
ァ
ン
に
は
懐

か
し
い
千
代
の
富
士
や
北
の
湖う

み
の

ポ
ス
タ
ー
、
ま
わ
し
や
番
付
表
な

ど
、
相
撲
の
歴
史
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
資
料
が
、
約
1
万
２
０
０

０
点
あ
る
そ
う
で
す
。
じ
っ
く
り

見
て
い
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に

時
間
が
た
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

決
し
て
大
き
な
施
設
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
相
撲
愛
好
家
で
な
く
て

も
興
味
深
く
、
楽
し
め
る
場
所
で

し
た
。

を
着
て
土
俵
へ
。

ち
ょ
っ
と
し
た
力
士

気
分
で
テ
ン
シ
ョ
ン

が
一
気
に
上
が
り
ま

す
。
土
俵
に
上
が
っ

て
み
る
と
、
思
っ
た

よ
り
も
足
元
の
土
が

硬
く
、
こ
こ
に
投
げ

飛
ば
さ
れ
た
ら
け
が

足
を
延
ば
し
て
當
麻
寺
へ

　
相
撲
を
堪
能
し
た
ら
、
け
は
や

座
か
ら
西
へ
徒
歩
約
10
分
の
所
に

あ
る
當
麻
寺
に
立
ち
寄
る
の
も
お

勧
め
で
す
。
国
宝
な
ど
の
文
化
財

を
多
く
所
蔵
し
、
4
ⅿ
四
方
も
あ

る
「
綴つ

づ
れ
お
り
た
い
ま
ま
ん
だ
ら

織
當
麻
曼
荼
羅
」、
春
の

「
ぼ
た
ん
園
」、大
和
三
名
園
の
一

つ
「
香こ
う
ぐ
う
え
ん

藕
園
」
な
ど
も
有
名
で
す
。

け
は
や
座
で
相
撲
体
験

　
年
間
約
６
０
０
０
人

の
来
場
者
が
あ
り
、
最

近
は
外
国
人
旅
行
者
に

も
人
気
が
あ
る
け
は
や

座
。
館
内
に
入
る
と
す

ぐ
目
の
前
に
土
俵
が
現

れ
ま
す
。
こ
れ
は
本
物

と
同
じ
仕
様
で
造
ら
れ

た
も
の
で
す
が
、
本
物

と
違
っ
て
靴
を
履
い
た

ま
ま
、
誰
で
も
土
俵
に

上
が
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
お
ま
け
に
力
士
の

着
ぐ
る
み
を
着
て
、
記

念
撮
影
が
で
き
ま
す
。

　
早
速
そ
の
着
ぐ
る
み

165
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葛城市相撲館（けはや座） 葛城市當麻 83-1 TEL：0745-48-4611 ／アクセス：近鉄当麻寺
駅から徒歩約 5分／開館時間：10 時～ 17 時／定休日：毎週火・水曜日（火・水が祝日の
時は開館、水曜日が祝日の時は木曜日が振替休館）／料金：大人 300 円、小人 150 円（観
光休憩所は無料）。団体割引（20 人以上）大人 250 円、小人 120 円
※ 奈良県桜井市、香芝市、葛城市の３市は、平成29（2017）年に大和まほろば相撲連絡協議会を設立し、相撲発祥
の地として広報しています
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當麻蹶速と野見宿禰の
大一番（右）

相撲に関する貴重な資料がずらっと並ぶ迫力満点！　本物仕様の土俵。奥には升席も

着ぐるみと髷
まげ
のかつらをつけて、横綱気分ではっけよい！

誰でも自由に着られる力士の着ぐるみ（右上）

木
彫
り
の
力
士
と
大
き
な
番
付
表
が

お
出
迎
え

第12回
相
撲
館

　 「
け
は
や
座
」

（
奈
良
県
葛
城
市
）

　
大
相
撲
三
月
場
所
の
季
節
に
な

る
と
、
越
木
岩
地
域
で
力
士
の
姿

を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

令
和
4
年
か
ら
、
二
子
山
部
屋
が

越
木
岩
神
社
を
宿
舎
と
し
て
利
用

し
始
め
た
の
で
、
力
士
の
い
る
風

景
が
地
域
の
春
の
風
物
詩
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
相
撲
と
縁

が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
※
相
撲
発

祥
の
地
と
し
て
知
ら
れ
る
奈
良
県

葛
城
市
に
あ
る
「
葛
城
市
相
撲
館

け
は
や
座
」
を
訪
れ
ま
し
た
。

相
撲
発
祥
の
地
と
は

　

そ
の
歴
史
は
古
く
、『
日
本
書

紀
』
に
よ
る
と
「
怪
力
自
慢
の
葛

城
市
の
地
元
力
士
・
當た

い
ま
の
け
は
や

麻
蹶
速
が
、

天
皇
の
命
で
出
雲
か
ら
呼
ば
れ
た

力
自
慢
の
野の

み
の
す
く
ね

見
宿
禰
と
天
皇
の
御

前
で
力
比
べ
の
対
決
を
し
た
」
と

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
初
の
天

覧
相
撲
で
も
あ
る
の
で
す
が
、
結

果
は
當
麻
蹶
速
が
踏
み
殺
さ
れ
て

し
ま
う
と
い
う
悲
し
い
結
末
を
迎

え
ま
す
。

　
そ
の
悲
運
の
伝
説
の
力
士
を
顕

彰
す
る
目
的
で
、
こ
の
當
麻
の
地

に
け
は
や
座
は
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

は
必
至
で
す
。
実
際
は
も
う
少
し

土
が
柔
ら
か
い
そ
う
で
す
が
、
改

め
て
力
士
の
体
の
頑
丈
さ
に
脱
帽

で
す
。

　
土
俵
の
横
に
は
升
席
も
あ
り
、

大
相
撲
会
場
の
雰
囲
気
で
し
た
。

続
い
て
2
階
へ
。
こ
こ
に
は
相
撲

に
関
す
る
貴
重
な
資
料
が
所
狭
し

と
並
ん
で
い
ま
す
。
歴
代
横
綱
の

手
形
や
オ
ー
ル
ド
フ
ァ
ン
に
は
懐

か
し
い
千
代
の
富
士
や
北
の
湖う

み
の

ポ
ス
タ
ー
、
ま
わ
し
や
番
付
表
な

ど
、
相
撲
の
歴
史
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
資
料
が
、
約
1
万
２
０
０

０
点
あ
る
そ
う
で
す
。
じ
っ
く
り

見
て
い
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に

時
間
が
た
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

決
し
て
大
き
な
施
設
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
相
撲
愛
好
家
で
な
く
て

も
興
味
深
く
、
楽
し
め
る
場
所
で

し
た
。

を
着
て
土
俵
へ
。

ち
ょ
っ
と
し
た
力
士

気
分
で
テ
ン
シ
ョ
ン

が
一
気
に
上
が
り
ま

す
。
土
俵
に
上
が
っ

て
み
る
と
、
思
っ
た

よ
り
も
足
元
の
土
が

硬
く
、
こ
こ
に
投
げ

飛
ば
さ
れ
た
ら
け
が

足
を
延
ば
し
て
當
麻
寺
へ

　
相
撲
を
堪
能
し
た
ら
、
け
は
や

座
か
ら
西
へ
徒
歩
約
10
分
の
所
に

あ
る
當
麻
寺
に
立
ち
寄
る
の
も
お

勧
め
で
す
。
国
宝
な
ど
の
文
化
財

を
多
く
所
蔵
し
、
4
ⅿ
四
方
も
あ

る
「
綴つ

づ
れ
お
り
た
い
ま
ま
ん
だ
ら

織
當
麻
曼
荼
羅
」、
春
の

「
ぼ
た
ん
園
」、大
和
三
名
園
の
一

つ
「
香こ
う
ぐ
う
え
ん

藕
園
」
な
ど
も
有
名
で
す
。

け
は
や
座
で
相
撲
体
験

　
年
間
約
６
０
０
０
人

の
来
場
者
が
あ
り
、
最

近
は
外
国
人
旅
行
者
に

も
人
気
が
あ
る
け
は
や

座
。
館
内
に
入
る
と
す

ぐ
目
の
前
に
土
俵
が
現

れ
ま
す
。
こ
れ
は
本
物

と
同
じ
仕
様
で
造
ら
れ

た
も
の
で
す
が
、
本
物

と
違
っ
て
靴
を
履
い
た

ま
ま
、
誰
で
も
土
俵
に

上
が
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
お
ま
け
に
力
士
の

着
ぐ
る
み
を
着
て
、
記

念
撮
影
が
で
き
ま
す
。

　
早
速
そ
の
着
ぐ
る
み
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葛城市相撲館（けはや座） 葛城市當麻 83-1 TEL：0745-48-4611 ／アクセス：近鉄当麻寺
駅から徒歩約 5分／開館時間：10 時～ 17 時／定休日：毎週火・水曜日（火・水が祝日の
時は開館、水曜日が祝日の時は木曜日が振替休館）／料金：大人 300 円、小人 150 円（観
光休憩所は無料）。団体割引（20 人以上）大人 250 円、小人 120 円
※ 奈良県桜井市、香芝市、葛城市の３市は、平成29（2017）年に大和まほろば相撲連絡協議会を設立し、相撲発祥
の地として広報しています
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市外局番を明記していないものは（0798）。詳細は各問い合わせ先に問い合わせてください

＝会場 ＝申し込み ＝問い合わせ

市営葬儀
西宮市では、低廉で清楚な

が、あります！ ☎0798-72-4996/7

ご相談は
一般財団法人

西宮市都市整備公社
葬祭事務所・満池谷斎場

西宮市神原１３番４１号受付：AM6：00～PM11：00

●西宮市大谷記念美術館「没後60年 

洋画家・辻愛造 ―風景・風俗・挿絵

―」展　

５月２日（木）～７月15 日（月・祝）

10時～17時※入館は閉館の30分前

まで。水曜日休館。一般1200円、高大

生600円、小中生400円、心身に障が

いのある方とその介助者１名は無料

（要証明）。■場＆■問同館（☎33-0164）

●大阪中之島美術館　「開創1150 年

記念　醍醐寺　国宝展」　
６ 月15 日

（土）～８月

25 日（日）

10時～ 17

時※入場は

閉 館 の30

分前まで■場

同館。月曜

日、７月23

日は休館※

７ 月15 日、

８ 月12 日

は開館。一般1800円、高大生1100円、

小中生500円、障害者手帳などをお持

ちの人（介護者１人を含む）は当日料

公民館。無料。要申し込み。■申＆■問相

続遺言・交通事故支援センター（☎

090-5659-6891　松本）

●めぐみ公開講座「名作への旅（全２
回）」　①６月３日（月）②６月24日（月）

10時30分～12時■場神戸女学院めぐ

み会館。各回1000円※学生無料。要

予約。■申＆■問 同事務局（☎51-3545　

月～金曜日９時～16時）

●第27回西宮市健康市民講座「足し
算で生きる力～困難を乗り越えるため
のヒント～」（講師：笠井伸輔氏）　７

月６日（土）14時■場西宮市医師会看護

専門学校７階講堂、西宮医療会館。無

料。定員200人※応募多数の場合は

抽選。■申＆■問往復はがきに郵便番号・

住所・氏名・電話番号を記入の上、６

月14日までに西宮医療連盟（☎26-

0661）へ

●西宮少年合唱団新入団員募集　テ

スト日：５月19日（日）10時～■場西宮

市民会館。対象：西宮市在住の小学４

～６年生、または中学１・２年生の男女。

募集人数：小学生約30人、中学生若

干名。■申＆■問５月13日までに持参、郵

送、オンラインフォームで西宮市文化

振興財団「西宮少年合唱団」係（☎33-

3146）へ

●小学生スナッグゴルフ大会参加者
募集　８月16日（金）８時～15時■場

西宮カントリー倶楽部。阪神教育事務

所管内各小学校３～６年生が対象（定

員110人）、１・２年生は児童と保護者

のペア（20組）。無料。事前練習会（浜

甲子園多目的グラウンドＡ９時20分

～12時）あり①７月24日（水）②７月

29日（月）③８月１日（木）④８月７日（水）。

■申＆■問７月７日までに西宮市ゴルフ協

●白山姫神社奉納会vol.1　５月12

日（日）14 時～15 時■場 白山姫神社。

3000円。■問ジーエムアートグレイス

（☎080-4248-5515）

●第13回うきうきコンサート　５月

18日（土）13時30分～16時■場 鳴尾

文化ホール。無料。■問鳴尾吹奏楽団（☎

41-8033　源太）

●第33回西宮写真美術協会展　５月

21日（火）～26日（日）10時～17時

※最終日は16時まで■場西宮市立北口

ギャラリー。無料。■問 同会（☎090-

2288-4682　田中）

●第51回甲東サロンコンサート　６

月８日（土）15時～■場甲東ホール。一

般1500円（全席自由）。未就学時の入

場不可。■問 西宮市文化振興財団（☎

33-3146）

●西宮市いけばな展　６月15日（土）

～16日（日）10時30分～17時※最

終日は16時まで■場西宮市立北口ギャ

ラ リ ー。無 料。■問 同 会（☎67-1366　

岸上）

●劇団ふぉるむ2024夏公演「橋を渡

ったら泣け」　６月22日（土）①14時

30分～②18時～、23日（日）13時～

■場西宮市フレンテホール。一般3000

円、高校生以下1500 円。■問 同団（☎

33-9070　制作部）

●第73回西宮市展　６月29日（土）

～７月６日（土）10時～17時※最終

日は15時まで、7月1日は休館■場西宮

市立市民ギャラリー。無料。■問西宮市

文化振興財団（☎33-3146）

●第21回西宮太鼓フェスティバル　

６月30日（日）13時～■場 アミティ・

ベイコムホール。一般2000円※当日

500円増。■問西宮市文化振興財団（☎

33-3146）

●坂岡裕志ユーフォニアム・リサイタ

金の半額（要証明）。■問大阪市総合コー

ルセンター（☎06-4301-7285　8

時～21時　年中無休）

●神戸市立博物館　特別展「テルマエ

展　お風呂でつながる古代ローマと

日本」　
６月22日（土）～

８月25日（日）９

時30 分 ～17 時

30 分（金・土 曜

日 は19 時30 分）

※入場は閉館の

30 分 前 ま で。月

曜日、７月16日、

８月13日は休館

※７月15 日、８

月12 日は開館。

一般1800円、大学生900円、高校生

以下無料、障がいのある人は障害者手

帳などの提示で無料（要証明）。■場＆■問

同館（☎078-391-0035）

●公開邦楽研究会第１回古典を楽し

む会　５月11日（土）12時～16時■場

甲東ホール。無料。■問琴古流尺八薫習

庵（☎090-1899-3665　吉村）

●薬草フェア　５月12日（日）10時

～16時■場北山緑化植物園。薬草講演

（大阪医科薬科大学・芝野真喜雄教授）、

薬草の正しい利用法、お薬講談、キッ

ズファーマシー、薬物乱用防止啓発活

動など。定員：薬草講演は先着40人。

無 料。■問 西 宮 市 薬 剤 師 会（☎26-

3410）

●第62回西宮市民コーラス大会　５

月12日（日）11時～■場 アミティ・ベ

イコムホール。無料（全席自由）。■問西

宮市文化振興財団（☎33-3146）

ル「ユーフォニアムの魅力ⅩⅥ～音の

博物館Ⅲ～」　６月30日（日）14時～

16時■場甲東ホール。一般2500円、高

校生以下1500 円。■問 同実行委員会

（☎090-3615-1701　坂岡）

●アロハ合奏団2024年夏公演　６

月30 日（日）17 時30 分～20 時■場 あ

ま し ん ア ル カ イ ッ ク ホ ー ル。A 席

2500 円、B 席1500 円、未 就 学 児 席

1000円※当日各席500円増。■問同団

広報（☎080-5223-9262）

●救急講習会　普通救命講習（心肺蘇

生法・AEDの取り扱い方・応急手当の

方法などについて３時間）①５月12日

（日）９時30分～12時30分※～５月

７日受付②５月12日（日）14時～17

時※～５月７日受付③６月26日（水）

９時30分～12時30分※５月27日

～６月21日受付普通救命講習（e-ラ

ーニング：心肺蘇生法・AEDの取り扱

い方・応急手当の方法などの実技部分

について２時間）④５月29日（水）９時

30 分～11時30 分※～５月24日受

付上級救命講習（普通救命講習に加え

て、小児・乳児の心肺蘇生法や傷病者

管理、応急手当の方法、搬送法などに

ついて８時間）⑤６月12日（水）９時

30分～18時30分※５月13日～６月

７日受付。いずれも定員30人。■場市・

消防局。■申＆■問受付期間内に市・消防

局救急課（☎38-6577）へ

●県立西宮病院県民公開講座「最近よ
く聞く“心房細動”って怖い病気です
か？　５月18日（土）14時～■場フレン

テホール。無料。■問同院地域医療連携

センター（☎34-5151）

●おひとり様の老後対策セミナー　５

月25日（土）13時30分～■場上甲子園

会事務所（☎ 67-2055 ※火・木・金

曜日）へ

●西宮読書サロン入会希望者募集　
文庫本で名作を楽しむ読書会。毎月第

２水曜日17時30分～ 20時30分■場

中央公民館。要テキスト代。体験参加

可。■問同会（☎52-1143　石山）

●「開業医の手作り」健康情報テレホ
ンサービス　0120-979-451では曜

日ごとにテーマを変え（金・土・日は１

テーマ）、朝９時半から翌朝９時まで、

24時間いつでも３分間程度の健康・

医療情報を提供。通話料無料。５月の

テーマ：視神経炎（月曜日）、親知らず

について（火曜日）、肛門がん（水曜日）、

おしっこのトラブル・神経因性膀胱（木

曜日）、糖尿病の運動療法（金・土・日

曜日）。■問兵庫県保険医協会（☎078-

393-1840）

重要文化財《不動明王坐像　快慶作》建
仁 3 年（1203）　画像提供：奈良国立
博物館

※7・8月号に掲載希望の情報は、5月20日（月）までに郵送またはファックスで巻末の西宮コミュニティ協会へ。なお、掲載基準や誌面スペースの都合などにより、掲載できない
場合があります。掲載の可否ならびにその理由等については一切お答えできません。ご了承ください。また、9・10月号の申し込み締め切り日は7月20日（土）です。

辻愛造《古光山》1942年　油彩画　西宮市大谷記念美術館蔵

カラカラ帝胸像　212 ～ 217
年　ナポリ国立考古学博物館　
Photo © Luciano and Marco 
Pedicini

※P22、23の情報は令和6年 3月末時点の
ものです。諸事情により、予告なく中止、変更
される場合もあります。ご了承ください。詳し
くは、各団体などにお問い合わせください

左ページで マークのついてい
る催しの招待券をプレゼントします。
① 西宮市大谷記念美術館「没後60年 

洋画家・辻愛造 ―風景・風俗・挿
絵―」展（５組10人）

② 大阪中之島美術館「開創1150 年
記念　醍醐寺　国宝展」（２組４人）

③ 神戸市立博物館　特別展「テルマ
エ展　お風呂でつながる古代ロー
マと日本」（５組10人）

はがきに、希望チケット・住所・氏
名・年齢・『宮っ子』の感想を記入の
上、5月20日（月）までに巻末の西宮
コミュニティ協会へ（個人情報は他の
目的には使用しません。感想を誌上
で紹介することがあります。匿名希
望の人は書き添えてください）。

広告
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市外局番を明記していないものは（0798）。詳細は各問い合わせ先に問い合わせてください

＝会場 ＝申し込み ＝問い合わせ

市営葬儀
西宮市では、低廉で清楚な

が、あります！ ☎0798-72-4996/7

ご相談は
一般財団法人

西宮市都市整備公社
葬祭事務所・満池谷斎場

西宮市神原１３番４１号受付：AM6：00～PM11：00

●西宮市大谷記念美術館「没後60年 

洋画家・辻愛造 ―風景・風俗・挿絵

―」展　

５月２日（木）～７月15 日（月・祝）

10時～17時※入館は閉館の30分前

まで。水曜日休館。一般1200円、高大

生600円、小中生400円、心身に障が

いのある方とその介助者１名は無料

（要証明）。■場＆■問同館（☎33-0164）

●大阪中之島美術館　「開創1150 年

記念　醍醐寺　国宝展」　
６ 月15 日

（土）～８月

25 日（日）

10時～ 17

時※入場は

閉 館 の30

分前まで■場

同館。月曜

日、７月23

日は休館※

７ 月15 日、

８ 月12 日

は開館。一般1800円、高大生1100円、

小中生500円、障害者手帳などをお持

ちの人（介護者１人を含む）は当日料

公民館。無料。要申し込み。■申＆■問相

続遺言・交通事故支援センター（☎

090-5659-6891　松本）

●めぐみ公開講座「名作への旅（全２
回）」　①６月３日（月）②６月24日（月）

10時30分～12時■場神戸女学院めぐ

み会館。各回1000円※学生無料。要

予約。■申＆■問 同事務局（☎51-3545　

月～金曜日９時～16時）

●第27回西宮市健康市民講座「足し
算で生きる力～困難を乗り越えるため
のヒント～」（講師：笠井伸輔氏）　７

月６日（土）14時■場西宮市医師会看護

専門学校７階講堂、西宮医療会館。無

料。定員200人※応募多数の場合は

抽選。■申＆■問往復はがきに郵便番号・

住所・氏名・電話番号を記入の上、６

月14日までに西宮医療連盟（☎26-

0661）へ

●西宮少年合唱団新入団員募集　テ

スト日：５月19日（日）10時～■場西宮

市民会館。対象：西宮市在住の小学４

～６年生、または中学１・２年生の男女。

募集人数：小学生約30人、中学生若

干名。■申＆■問５月13日までに持参、郵

送、オンラインフォームで西宮市文化

振興財団「西宮少年合唱団」係（☎33-

3146）へ

●小学生スナッグゴルフ大会参加者
募集　８月16日（金）８時～15時■場

西宮カントリー倶楽部。阪神教育事務

所管内各小学校３～６年生が対象（定

員110人）、１・２年生は児童と保護者

のペア（20組）。無料。事前練習会（浜

甲子園多目的グラウンドＡ９時20分

～12時）あり①７月24日（水）②７月

29日（月）③８月１日（木）④８月７日（水）。

■申＆■問７月７日までに西宮市ゴルフ協

●白山姫神社奉納会vol.1　５月12

日（日）14 時～15 時■場 白山姫神社。

3000円。■問ジーエムアートグレイス

（☎080-4248-5515）

●第13回うきうきコンサート　５月

18日（土）13時30分～16時■場 鳴尾

文化ホール。無料。■問鳴尾吹奏楽団（☎

41-8033　源太）

●第33回西宮写真美術協会展　５月

21日（火）～26日（日）10時～17時

※最終日は16時まで■場西宮市立北口

ギャラリー。無料。■問 同会（☎090-

2288-4682　田中）

●第51回甲東サロンコンサート　６

月８日（土）15時～■場甲東ホール。一

般1500円（全席自由）。未就学時の入

場不可。■問 西宮市文化振興財団（☎

33-3146）

●西宮市いけばな展　６月15日（土）

～16日（日）10時30分～17時※最

終日は16時まで■場西宮市立北口ギャ

ラ リ ー。無 料。■問 同 会（☎67-1366　

岸上）

●劇団ふぉるむ2024夏公演「橋を渡

ったら泣け」　６月22日（土）①14時

30分～②18時～、23日（日）13時～

■場西宮市フレンテホール。一般3000

円、高校生以下1500 円。■問 同団（☎

33-9070　制作部）

●第73回西宮市展　６月29日（土）

～７月６日（土）10時～17時※最終

日は15時まで、7月1日は休館■場西宮

市立市民ギャラリー。無料。■問西宮市

文化振興財団（☎33-3146）

●第21回西宮太鼓フェスティバル　

６月30日（日）13時～■場 アミティ・

ベイコムホール。一般2000円※当日

500円増。■問西宮市文化振興財団（☎

33-3146）

●坂岡裕志ユーフォニアム・リサイタ

金の半額（要証明）。■問大阪市総合コー

ルセンター（☎06-4301-7285　8

時～21時　年中無休）

●神戸市立博物館　特別展「テルマエ

展　お風呂でつながる古代ローマと

日本」　
６月22日（土）～

８月25日（日）９

時30 分 ～17 時

30 分（金・土 曜

日 は19 時30 分）

※入場は閉館の

30 分 前 ま で。月

曜日、７月16日、

８月13日は休館

※７月15 日、８

月12 日は開館。

一般1800円、大学生900円、高校生

以下無料、障がいのある人は障害者手

帳などの提示で無料（要証明）。■場＆■問

同館（☎078-391-0035）

●公開邦楽研究会第１回古典を楽し

む会　５月11日（土）12時～16時■場

甲東ホール。無料。■問琴古流尺八薫習

庵（☎090-1899-3665　吉村）

●薬草フェア　５月12日（日）10時

～16時■場北山緑化植物園。薬草講演

（大阪医科薬科大学・芝野真喜雄教授）、

薬草の正しい利用法、お薬講談、キッ

ズファーマシー、薬物乱用防止啓発活

動など。定員：薬草講演は先着40人。

無 料。■問 西 宮 市 薬 剤 師 会（☎26-

3410）

●第62回西宮市民コーラス大会　５

月12日（日）11時～■場 アミティ・ベ

イコムホール。無料（全席自由）。■問西

宮市文化振興財団（☎33-3146）

ル「ユーフォニアムの魅力ⅩⅥ～音の

博物館Ⅲ～」　６月30日（日）14時～

16時■場甲東ホール。一般2500円、高

校生以下1500 円。■問 同実行委員会

（☎090-3615-1701　坂岡）

●アロハ合奏団2024年夏公演　６

月30 日（日）17 時30 分～20 時■場 あ

ま し ん ア ル カ イ ッ ク ホ ー ル。A 席

2500 円、B 席1500 円、未 就 学 児 席

1000円※当日各席500円増。■問同団

広報（☎080-5223-9262）

●救急講習会　普通救命講習（心肺蘇

生法・AEDの取り扱い方・応急手当の

方法などについて３時間）①５月12日

（日）９時30分～12時30分※～５月

７日受付②５月12日（日）14時～17

時※～５月７日受付③６月26日（水）

９時30分～12時30分※５月27日

～６月21日受付普通救命講習（e-ラ

ーニング：心肺蘇生法・AEDの取り扱

い方・応急手当の方法などの実技部分

について２時間）④５月29日（水）９時

30 分～11時30 分※～５月24日受

付上級救命講習（普通救命講習に加え

て、小児・乳児の心肺蘇生法や傷病者

管理、応急手当の方法、搬送法などに

ついて８時間）⑤６月12日（水）９時

30分～18時30分※５月13日～６月

７日受付。いずれも定員30人。■場市・

消防局。■申＆■問受付期間内に市・消防

局救急課（☎38-6577）へ

●県立西宮病院県民公開講座「最近よ
く聞く“心房細動”って怖い病気です
か？　５月18日（土）14時～■場フレン

テホール。無料。■問同院地域医療連携

センター（☎34-5151）

●おひとり様の老後対策セミナー　５

月25日（土）13時30分～■場上甲子園

会事務所（☎ 67-2055 ※火・木・金

曜日）へ

●西宮読書サロン入会希望者募集　
文庫本で名作を楽しむ読書会。毎月第

２水曜日17時30分～ 20時30分■場

中央公民館。要テキスト代。体験参加

可。■問同会（☎52-1143　石山）

●「開業医の手作り」健康情報テレホ
ンサービス　0120-979-451では曜

日ごとにテーマを変え（金・土・日は１

テーマ）、朝９時半から翌朝９時まで、

24時間いつでも３分間程度の健康・

医療情報を提供。通話料無料。５月の

テーマ：視神経炎（月曜日）、親知らず

について（火曜日）、肛門がん（水曜日）、

おしっこのトラブル・神経因性膀胱（木

曜日）、糖尿病の運動療法（金・土・日

曜日）。■問兵庫県保険医協会（☎078-

393-1840）

重要文化財《不動明王坐像　快慶作》建
仁 3 年（1203）　画像提供：奈良国立
博物館

※7・8月号に掲載希望の情報は、5月20日（月）までに郵送またはファックスで巻末の西宮コミュニティ協会へ。なお、掲載基準や誌面スペースの都合などにより、掲載できない
場合があります。掲載の可否ならびにその理由等については一切お答えできません。ご了承ください。また、9・10月号の申し込み締め切り日は7月20日（土）です。

辻愛造《古光山》1942年　油彩画　西宮市大谷記念美術館蔵

カラカラ帝胸像　212 ～ 217
年　ナポリ国立考古学博物館　
Photo © Luciano and Marco 
Pedicini

※P22、23の情報は令和6年 3月末時点の
ものです。諸事情により、予告なく中止、変更
される場合もあります。ご了承ください。詳し
くは、各団体などにお問い合わせください

左ページで マークのついてい
る催しの招待券をプレゼントします。
① 西宮市大谷記念美術館「没後60年 

洋画家・辻愛造 ―風景・風俗・挿
絵―」展（５組10人）

② 大阪中之島美術館「開創1150 年
記念　醍醐寺　国宝展」（２組４人）

③ 神戸市立博物館　特別展「テルマ
エ展　お風呂でつながる古代ロー
マと日本」（５組10人）

はがきに、希望チケット・住所・氏
名・年齢・『宮っ子』の感想を記入の
上、5月20日（月）までに巻末の西宮
コミュニティ協会へ（個人情報は他の
目的には使用しません。感想を誌上
で紹介することがあります。匿名希
望の人は書き添えてください）。

↓

どこかで見かけたことがある？ あれ、お隣さん？
そんな身近な人を紹介したくて始めました。
特技があってもなくっても、み～んな仲間、西宮「人」！
ただいま増殖中です。
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林
一
三
の

記
念
館
に
、
ぜ
ひ
行
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
入
っ
た
あ
と
は
、
レ
ス
ト
ラ

ン
に
も
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
感
想
は
10
歳
の
小
学
生
か
ら
届

き
ま
し
た
。
鉛
筆
で
は
が
き
い
っ
ぱ

い
の
大
き
な
字
で
書
か
れ
て
い
て
、

表
書
き
も
全
て
自
筆
で
す
。
学
校
で

ま
だ
習
っ
て
い
な
い
難
し
い
漢
字
も
、

一
生
懸
命
見
て
、
ま
ね
て
書
い
て
く

れ
た
様
子
が
伝
わ
る
は
が
き
で
し
た
。

　『宮
っ
子
』
を
編
集
す
る
と
き
、
表

現
方
法
、使
用
す
る
漢
字
な
ど
は「
中

学
生
が
理
解
で
き
る
」
こ
と
を
基
準

の
一
つ
に
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

よ
り
幅
広
い
年
齢
層
の
読
者
が
読
み

や
す
い
誌
面
作
り
を
心
が
け
、
日
々

の
心
の
潤
い
と
な
り
、
住
ん
で
い
る

町
へ
の
共
感
を
抱
け
る
『
宮
っ
子
』

を
お
届
け
し
ま
す
。

（
事
務
局
）

　工事契約前に申請し、助成の決定を受けることが必要です。また、
助成の決定前に契約・着工された工事については助成できません。
（予算がなくなり次第、または11月30日に受付終了）

すまいづくり推進課
（☎0798‒35‒3778）

21戸以上の分譲マンション
の管理組合
助成対象外：平成14（2002）
年10月1日以降建築。51戸
以上で平成5年10月1日以
降建築

65歳以上の人がいる世帯※●①個 人 型

●②共 用 型
（分譲マンション）

対　　　　象 担当窓口助成種別

サクソフォンカルテット
コンサート

西宮市制施行100周年記念プレイベント
～西宮市は令和7(2025)年度に市制施行100周年を迎えます～

　皆さんの身近にある公民館（全14館）で、国内外
で高い評価を得ているミ・ベモル サクソフォンアン
サンブルメンバーによる四重奏（カルテット）の演奏
を4月から開催しています。
　各地域在住の地域学習推進員会の皆さんと西宮
市文化振興財団がお届けするコンサート。お近くの
公民館にぜひご来場ください！

本事業は、極東開発工業株式会社からの寄付（企業版ふるさと納税）を活用して実施しています。

日時・会場などの、
詳細はコチラ

▶

公民館地域学習推進員会×西宮市文化振興財団

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
左
上
か
ら
続
く
）

コミュニティ推進大会を開催しました！コミュニティ推進大会を開催しました！
西
宮
市
わ
が
ま
ち
賞
受
賞
者

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
賞
受
賞
者

（
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

吉
田

　
　忠

呉
山

　世
煕

松
本

　
　武

徳
垣

　靖
英

伊
敷

　吉
洋

鷲
尾

　章
三

脇
田

　伸
次

古
賀

　泰
輔

今
別
府
正
道

■

平
松
町
自
治
会

■

西
住
江
町

福
祉
会

■

櫨
塚
町
自
治
会

■

津
門
宝
津
町

自
治
会

■

上
甲
子
園

福
祉
会

■

中
水
波
福
祉
会

■

北
久
寿
川

福
祉
会

■

甲
子
園
番
町
会

自
治
会

■

丸
橋
町
八
番

自
治
会

波
壁

　敏
子

長
谷
川
貴
一

河
島
實
千
代

俵

　
　陽
子

久
保
田
泰
正

衣
笠

　周
司

山
村

　敬
子

杉
浦

　
　恵

■

上
ケ
原
地
域

■

上
ケ
原
地
域

■

瓦
木
地
域

■

瓦
木
地
域

■

神
原
地
域

■

北
口
地
域

■

甲
子
園
口
地
域

■

甲
東
地
域

■

甲
東
地
域

■

甲
東
地
域

■

甲
東
地
域

■

甲
東
地
域

■

香
櫨
園
地
域

■

甲
陽
地
域

■

越
木
岩
地
域

■

夙
川
地
域

■

大
社
地
域

■

津
門
地
域

■

名
塩
地
域

■

鳴
尾
地
域

■

鳴
尾
地
域

■

鳴
尾
地
域

■

鳴
尾
地
域

■

鳴
尾
地
域

■

鳴
尾
地
域

■

西
宮
浜
地
域

■

西
宮
浜
地
域

■

春
風
地
域

■

広
田
地
域

■

山
口
地
域

勝
部

　幸
子

東
島

　弥
生

上
野

　仁
美

𠮷
田

　尚
美

山
城

　
　卓

髙
松
み
ち
る

東

　
　純
也

南

　
　
　薫

鈴
鹿

　一
広

小
野

　美
香

川
条
佐
智
子

福
岡
千
恵
子

梅
本

　信
二

於
茂
田
久
子

平
瀬

　佳
代

大
野

　勝
清

門
浦

　宏
光

水
嶌

　璋
子

三
池

　清
廣

秋
元

　美
幸

藤
田
希
代
子

角
谷

　兵
司

西宮コミュニティ協会は2月17日に、「コ
ミュニティ推進大会～参画と協働のまちづ
くり～」を西宮市と協働で開催しました。
第1部では、長年にわたり自治会などの
会長として活躍している人に市から贈られ
る「西宮市わがまち賞」、新しい地域の創造
に貢献している人に当協会から贈られる
「コミュニティ協会賞」の表彰式が行われ、
右記の皆さんが各賞を受賞しました。
第2部では、浜甲子園団地エリアにおける
新たなコミュニティーづくりにも取り組んで
きた奥河洋介氏を招き、「地域の未来から、
取り組みを考える」をテーマに講演を行いま
した。
西宮市公式YouTube「に

しのみやインターネットテレ
ビ（YouTube版）」で当協会
の活動が紹介されました!

※本人、または家族に要支援・要介護や身体障害者手帳・療育手帳をお持ちでない世帯



～



スマホでも
簡単アクセス

0120-24-9431通話料
無　料

西宮市民共済生活協同組合

ホームページもご利用ください
西宮市民共済 検 索

募集
代理店（有）西宮協同サービス
営業時間

（土曜日は17：00まで 日曜日・祝日休業）
9：00～17：30

火 災 保 険

風災、水災、火災、破損等、盗難・水濡れ等

地 震 保 険

地震による倒壊、火災、津波による流失

個 人 賠 償 責 任補償

自転車保険入ってますか？

1,000円年額1,000
交通共済交通共済

相手の方への補償も
追加でご加入になれます。
例：自転車で相手の方にケガを
させてしまった  など

※別途保険料が必要です

ご自身の補償
年齢制限なし

地震保険は火災保険とセットでのご加入となります。

お見積り無料
詳しくは、「パンフレット」「契約概要」等をご請求のうえご覧ください。

※組合員になって頂くには、100円の出資金が必要です。

（有）西宮協同サービスからのご案内

詳しい資料をお送りいたします。 まずはお気軽にお電話で！

兵庫県では
2015年10月1日から

義務化
されています

台風など自然災害による被害補償をご検討の方へ
火 災 保 険
集団扱で保険料が集団扱で保険料が

割安
西宮市民共済の
組合員さんなら

火 災 保 険
見直しなら今！！

今年中にも全国平均で
火災保険料が値上げ予定

初　校
3／19

2　校
／

3　校
／

4　校
／

5　校
／

OY05529 宮っこ　5・6月号広告

100周年を迎える阪神甲子園球場と
甲子園「ふれあい」花壇

今月の表紙〈鳴尾地域〉

N
o.385  2024 年

5・
6 月
号
　
令
和
6（
2024）年

5月
1日
 通
巻
385号

　
編
集
・
発
行
／
西
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会（
☎
0798‒35‒3458）　

385
May‒June 2024
5·6

（西百無）第0026号

写
真
で
つ
づ
る
西
宮
の
歴
史
・
風
景

（
山
口
地
域
）

古
文
化
と
街
道
の
交
差
す
る

　
　
　
　緑
豊
か
な
歴
史
の
町

芦
　
原

芦　　原

芦
原
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
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